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文序

沼遺跡は、以前から縄文時代の上器の散布地として知られていました。また遺跡内を通る道

路は、地元では「丸太沢古道」あるいは「秀衡街道」とも呼称され、かっての奥州街道であっ

たと伝えられてきておりました。

しかし、豊かな田園地帯の中にあった沼遺跡の周辺も、現在では住宅団地に囲まれ、急速に

都市化が進行してきております。

今回の調査は、遺跡を含む一帯に区画整理事業が計画されたことによります。調査は、初年

度の遺跡範囲確認調査と次年度の本調査と2年にわたって行なわれ、予想を上回る遺構・遺物

が発見されたため、整理・調査報告書刊行については今年度事業とすることとなりました。

沼遺跡は、七北田川の中流域に位置しており、周辺には縄文時代中期の上器が大量に出上し

た高柳遺跡をはじめ、火山灰に覆われた平安時代の水田跡が発見された赤生津遺跡などの遺跡

があります。

今後これらの遺跡の調査研究が進み、周辺の遺跡との関連もとらえられていくことと思いま

す。

このような遺跡は文化遺産として、土地に刻まれた形で継承されてきました。しかし、変化

の激しい今日、各種の開発事業によって絶えず破壊・消滅の危機にさらされてきております。

これからは意識して「まちづくり」の中に、どのように文化遺産を取り込んでいくべきか、市

民の皆様と一緒に知恵を出しあっていく必要が感じられます。

これからも文化財保護への深いご理解とご協力をお願いするとともに、区画整理組合の方々

はもとより、地元の皆様及び調査や整理作業にたずさわっていただいた多くの方々のご協力を

得ましたことに対しまして、心より御ネし申し上げる次第であります。

1992とF3月

仙台市教育委員会

教育長 東海林 恒英



例   言

1.本書は、仙台市上谷刈第二土地区画整理組合による区画整理事業の実施に伴う沼遺跡の発

掘調査報告書である。

2.報告書作製にあたっての遺物整理は佐藤好― 。工藤信一郎が担当し、石器実測については

工藤哲司の協力をえた。

3。 本文の執筆・編集は工藤信一郎が行なったが、第Ⅶ章の執筆については、プラントオパー

ル分析を古環境研究所、花粉分析は東北大学理学部守田益宗氏に依頼した。

4.本書中で使用した地形図は、建設省国土地理院発行の 1:25,000「仙台市東北部。西北部」

の一部を使用している。

5。 本書中の上色については、「新版標準土色帳」 1/Jヽ山 。竹原 :1973)を 使用した。

6。 実測図中の水糸高は標高で示している。

7。 実測図中の方位は磁北に統一してある。仙台市において磁北は真北に対して西偏約 7° 20′

である。

8。 本書中で使用した遺構略号は次の通りである。

SI:竪穴 (住居)  SK:土 坑 (上墳)  SD:濤   SB:掘 立柱建物跡  P:ピ ット

9。 本調査における出土遺物、実測図、写真等の資料は、仙台市教育委員会文化財課で保管し

ているので活用されたい。
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I.調査に至る経過

仙台市北西部に位置する泉区は、急速に都市化が進行してきた地域である。地下鉄の開通と

1988年の政令都市指定によってこうした傾向はいっそう進んでいる。そのなかにあって、沼遺

跡の所在する一帯は水田や畑地として利用されながら、良好な保存状態が保たれてきていた。

1988年、仙台市上谷刈第二土地区画整理事業組合設立準備委員会により、当遺跡地内に区画

整理事業が立案された。仙台市教育委員会では、提出された開発行為事前協議書にもとづいて

準備委員会との協議を行なった。その結果、初年度は開発申請予定地内の埋蔵文化財の保護に

必要な処置を検討する資料を得るため、遺跡範囲確認調査を実施することとなった。

遺跡範囲確認調査は1989年■月 1日～12月 8日 にかけて実施された。

調査は開発予定地内の遺構 。遺物の分布状況を把握するため、全域にトレンチを設定し調査

を行なった。その結果、開発予定地内の北部に縄文時代の上坑・濤跡・ ピット・遺物包含層が

確認された。北西部には中世の道路跡と考えられる遺構が検出されたほか、南部に近世の水田

跡が分布していることが確認された。出土遺物としては、縄文時代中期の上器や石器のほか、

陶磁器 。古銭・土師器等がある。

遺跡範囲確認調査によって、縄文時代中期・中近世の遺構・遺物が良好に保存されているこ

とが確認された。調査成果に基づいて再び協議を行い、次年度に記録保存を前提とした開発地

域内の事前調査を行なうこととなった。

本調査は、1990年 4月 11日～ 9月 4日 にかけて実施された。

H.遺跡の位置と環境

1.遺跡の位置
沼遺跡は、仙台市泉区上谷刈字山下 。塚 。遠聖堂他に所在しており、泉区役所の南西約 2.5

km、 地下鉄八乙女駅からは西方約 2kmの地点にあたる。

泉区東部は、奥羽山脈から派生する富谷丘陵と七北田丘陵によって北と南を挟まれ、この間

を開析して七北田川が東流している地域である。七北田川には数段の河岸段丘が発達している。

この河岸段丘は、沼遺跡周辺より西では顕著にみられるが、下流の東部では小規模な中位・下

位段丘がみられるだけで、自然堤防・後背湿地の拡がる七北田低地となっている。

沼遺跡は、七北田川南岸の河岸段丘上に立地している。遺跡内の標高は 24～25m程である。

2.遺跡周辺の歴史的環境
沼遺跡の所在する仙台市西北部の七北田川中流域には、それほど多くの遺跡が分布している
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遺 跡 地 名 表

No 還 跡 名 立  地 種 月」 時 代 備   考

1 沼遺跡 河岸段丘 包含地 縄文・古式 縄文土器・ 土師器・須恵器

2 赤生津遺跡 縄文 。平安 1988年 調査 平安時代の水田跡
大洞 A′式期の遺物包含層

3 柳遺跡 沖積平野 古代 土師器・須恵器

4 高柳遺跡 河岸段丘 縄文 。古代

中世

1989年調査 大木 8a・ 8b式期の遺物包含層
・土坑 近世の屋敷墓

5 長命館跡 丘陵 城館 中世 1985年調査 13～15世紀の施紬陶器
・無紬陶器・ 火鉢等出土

図 1 沼遺跡と周辺の遺跡



とはいえない(図 1)。 このように遺跡の少ない理由として、丘陵地の大部分がすでに住宅団地

等の自然改変地と化していることと、七北田川によって形成された河岸段丘上に肥沃な水田地

帯が開け、詳細な遺跡分布調査が行なわれてこなかったためと思われる。

縄文時代の遺跡としては、高柳遺跡。赤生津遺跡がある。高柳遺跡は沼遺跡の東方約 2kmに

位置している。1989年に発掘調査が行なわれ、大木8a・ 8b式期を主体とする良好な遺物包含層

が検出され、大量の遺物が出上している。赤生津遺跡は沼遺跡の対岸、七北田川北岸の最低位

の河岸段丘上に位置している。1988年に発掘調査が行なわれ、縄文時代晩期大洞 A′式を中心と

する遺物包含層が検出されたほか、10世紀前半に降下したと考えられている灰白色火山灰に覆

われた平安時代の水田跡が発見されている。

古代の遺跡としては柳遺跡等がある。また中世の遺跡としては沼遺跡の西方の丘陵上に位置

する長命館跡がある。長命館跡は、「吾妻鏡」にみえる「国府中山上物見岡」の擬定地のひとつ

と考えられてきたところである。1985年に発掘調査が行なわれ、13～15世紀の施釉陶器 。無釉

陶器・火鉢等の遺物が出土している。

Ⅲ.調査の経過と方法

調査対象面積が約 80,000m2ぁ ることから、初年度は遺跡の範囲と性格を究明するための遺

跡範囲確認調査を実施することとし、本調査はその成果を受けて次年度実施することとした。

確認調査はトレンチを基本として行い、その結果 3地点において、それぞれ近世の水田跡・

中世の道路跡と考えられる遺構・縄文時代の遺物包含層が確認された。それ以外に遺構・遺物

の検出された 6カ 所のトレンチについては、拡張を行なった上で調査を終了させている。

また近世の水田跡が拡がっていると予想される地点については、確認調査中に調査対象とな

る道路計画部分約 2,100m2に ついて表土削除を終了させている。

本調査は、発見された水田跡を現在の地形や水路などから、調査地点をそれぞれ「西区水田

跡」。「東区水田跡」。「北区水田跡」の 3地点にわけたうえで、西区水田跡から開始した。その

後道路跡の調査に入り、ついで率霊文時代の遺物包含層地区の調査に入った。包含層地区では、

前年の確認調査では発見されていなかった、縄文時代中期末葉の複式炉をもつ竪穴住居跡 8軒

をはじめとする遺構が検出された。なお、 8月 4日 に調査成果についての現地説明会を開催し

ている。



IV.遺跡範囲確認調査

1.発掘調査の経過と方法
調査は区画整理事業予定地内のうち、主に道路が計画されている部分を中心として行ない、

その他区画整理の施工上切 り上等の掘削を伴う部分を対象として行なっている。

調査の方法は、3× 9mの トレンチを基本 として合計42地点に調査区を設定し、重機によって

表土排除を行なったのち、人力により遺構確認を行なった。その際遺構の検出された トレンチ

については、性格究明のため若干の拡張を行ない調査を実施 している。

調査は対象区を便宜的に南側から第 1地点～第 6地点までの 6区に分け、第 1地点から調査

を開始した。その後第 5地点において縄文時代の遺物包含層が検出されたことから、分布範囲

を確認するための調査グリッドを、No.43～ 52ま での10地点に設定し調査を行なっている (図

2)。

2.各調査対象区の基本層位
調査対象区南側の第 1～ 3地点では、現在の水田耕作上下 20～30 cmで近世の水田跡が検出

されている。西部の第 4地点では、表上下 15～20 cm程で黄褐色の地山面となり、ここが遺構

確認面となっている。北部の第 5地点では、畑耕作上の下に黒褐色シルト層があり、この層か

ら縄文土器がまとまって出土している。この遺物包含層の下は責褐色の地山面となり、ここが

遺構確認面となっている。

3.発見された遺構と遺物
調査の結果、第 1～ 3地点においてほぼ全域に水田跡が拡がっていることが確認され、第 4

地点では13・ 39ト レンチにおいて、道路跡の西側に取りつくと考えられる濤跡を検出した。

第 5地点では40ト レンチを中心として、縄文時代中期前葉の遺物を中心とする遺物包含層が

検出され、この地点に当該期の住居跡を含む遺構が存在することが予想された。

確認調査の結果、遺構・遺物の確認された トレンチについては表 1に掲げている。

表 I 遺跡範囲確認調査成果一覧
試掘 トレンチ NO 調査面積 検 出 遺 構 出 土 遺 物 備  考

2-4・ 27～ 35ト レンチ

37・ 38ト レンテ 近世水田跡 7紀露器 北区水田跡調査区

中世道路跡 陶磁器・ 中世陶器 道路跡調査区

IIl文時代遺物包含層 縄文土器・石器 包含層地区調査区

灘跡1条 (時期不明 ) 陶磁器・土師器

溝跡1条 (時期不明 )

10ト レンチ 藩跡3条 (時期不明) 陶磁器・土師器

Hト レンチ ピット・焼土

14ト ンンテ 縄文上器

16・ 17ト レンテ 溝跡 (時期不明 ) 包含層地区調査区

1つ トレンチ
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V。 本調査

1.発掘調査の経過と方法
確認調査によって検出されていた、近世の水田遺構 。中近世の道路跡・縄文時代の遺物包含

層の 3地点を対象として本調査を実施した。

調査は、西区及び東区水田跡を A・ B区、北区水田跡をC区、道路跡をD・ E区、包含層地

区をF区 として 3mグ リットを基準として測量杭を設定している。

2.発見された遺構と遺物
調査対象区南側の A～C区において近世の水田跡、西区水田跡北側において土墳墓12基が検

1       出された。耕作土中および土墳墓の埋土中からは陶磁器・古銭・煙管等が出土している。

西端部の DoE区では、確認調査によって検出されていた道路跡の他に、これに伴うと考えら

|       れる濤跡や道路跡以前のものと考えられる掘立柱建物跡等が発見された。

北側の F区では、確認されていた遺物包含層のほか縄文時代中期の竪穴住居跡 8軒・土坑・

1       
濤跡等が発見された。遺物としては、縄文土器・石器・石製品等が出土している。

1      3.近 世水田跡調査区 (A～C区 )
1        現在の水田直下に検出されており、遺存状況はよくない。耕作の影響によって畦畔は残存せ
|       

ず擬似畦畔として検出される。調査区のほぼ中央部に、西から東に向かって緩やかな沢が入りこ

|       んでおり、現地形面も東に向かって緩やかに傾斜している。傾斜は 10～15 cm/10m程度である。
1        検出された水田跡の面積は約 2,100m2でぁる。調査区の北側や東側では耕作による影響が大
|      きく畦畔は検出されず、特にC区の北区水田では部分的に水田土壌が残存している程度であ

る。未調査部分を含めると水田域は約 15,000m2と推定される (図 4)。

水田土壌は黒褐色粘質シルトで、ほとんどの地点において現水田耕作土下に検出され、下層

は地山面となっている (図 5)。

1        水田区画の形態は、一枚の区画すべてを検出していないため不明であるが方形を基調とする

大区画になると思われる。水口や水路などの遺構は不明である。

西区水田では水田域に近接して近世の上墳墓12基が検出されている。

(1)西区水 田跡

西区水田跡は他に比べて遺存状況はよく、方形を基調とする 1枚ごとの水田区画の規模が推

測される。出土遺物としては陶磁器片 (肥前染付皿 。相馬)。 煙管・古銭・石匙 。石製品がある

(図101.4.5.9図 113.5)。 図101.4は ともに肥前焼染付皿で、 1は見込蛇ノロ釉ハギの

もので、17～18世紀のものである。
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図 4 水田跡調査区土層柱状図
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西地区水田跡上層注記表

層聴 上   色 土 性 備  考

現水日耕作土

明褐色7 5YR5/8 酸化鉄集積層

黒福色 10 YR3/2

黒褐色 10 YR3/1 近世水田耕作土

黒褐色 10 YR3/1

灰黄褐色 lo YR5/2 黒褐色 10 YR2/2よ じる

黒色 10 YR2/1 粘土質シル ト 願 8k脈端子よじる

黄褐色 10 YR5/6 粘質ンル ト

5層土と7層上のプロック層 粘と

にぶい黄燈色 iO YR7/3 粘土質シル ト

褐色10 YR4/4 礫まじり層

東地区水田跡 (西部)土層注記表 AQ14～ AQ29区

層血 上   色 上 性 備  考

現水H耕作上

酸化鉄集積層

褐灰色 10 YR4/] 酸化鉄まじり

黄褐色iO YR5/6

黒褐色10 YR3/1 近世水日耕作土

黒褐色 10 YR2/2 Ю削れオ現子干まじる
黒褐emYR11と に譲ヤ珂艶 10Ⅵ的

“

のアロ

ッタ層 粘賓シルト 天地返し?

黒褐色 10 YR2/2 粘質シル ト

明責褐色 iO YR6/6 粘質シル ト

北区水口跡土層注記表

層血 土   色 土 性 備  考

現水田耕作上

ib 酸化鉄集積層

黒褐色 2 5 YR3/2

黒褐色 10 YR2/2 ン,レ ト
近世水田覇作土 m!騎れがまじ

黒褐色 2 5YR3/2 粘土質シル ト

浅黄色 2 5 YR7/4 粘土

東地区水田跡 (東部)土層注記表 AQ29～ AQ48区

層Na 上   色 土 催 備  考

現水田耕作土

酸化鉄集積層

褐灰色 10 YR4/1 粘質シル ト

褐灰色 iO YR5/1 粘賀シル ト

褐色 10 YR4/1 粘質シル ト 近世水田耕作土

オリーブ黒色 5Y3/1 粘質ンルト 近世水田耕作土

褐色5Y4/4

天地返し?

掲灰色 IO YR4/1 シルト 近世本国耕作土

黒褐色 10 YR3/1 シ,レ ト

明黄褐色 10 YR7/6 粘土

黒色75Y2/1 粘土

表 2 水田跡調査区上層注記表

くその他の遺構〉

土坑 2基、濤跡 1条が検出されている。このうちSK2土坑。SDl濤跡は近世水田跡の下で検

出されているが、いずれも出土遺物がなく時期は不明である。

「SKl土坑」 調査区南壁AP l区に1/2程度検出された

(図 7)。現水田耕作上下で近世の水田面を切って構築され

ている。長軸で 120 cmの方形を呈すると思われ、底面まで      為

の深さは約 15 cmで ある。埋土は黒褐色10YR3/2シルトの ~

単層である。

「SK2上坑」 AⅢ2区で検出された (図 6)。 長軸mo×短

軸 80 cmの楕円形を呈しており、底面までの深さは約 40

さ
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cmである。埋土は3層に分けられる。

「SDl溝跡」 AM～ AP 10～ 12区にかけて検出され、南北方向に直線的に延びており、AN

-12区で東に分岐している (図 7)。 幅は約 90～ 120 cm程度で壁は 15～20 cm残存している。

底面形は舟底形を呈し緩やかな角度で立ち上がっている。底面のレベルは北に向かって傾斜し

ている。埋土は2層に分けられる。埋 1層は黒褐色10YR3/2シ ルト層で、マンガン斑が混じる。

埋 2層 は10YR3/1シルト層で底面には薄い砂層がみられる。

修)東区水田跡

西側部分は比較的遺存状況がよいものの調査区の東側にかけて遺存状況はよくない。出土遺

物としては陶磁器片 (相馬・堤・瀬戸美濃)・ 古銭・石器がある (図102.3.6.7.8図■-1.

ー
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+ 十
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+  SK2         A古
3

図 7 西区水田跡遺構配置図 (土墳墓群 。SDl溝跡 。SKl. 2土 坑)



2.4)。 図10-2は肥前焼染付皿、図103は瀬戸美濃焼皿か鉢

で、いずれも17世紀前～中葉のものである。

(その他の遺構〉

作上下の地山面から土坑 1基・濤跡 1条が検出されてい

るが、いずれも出土遺物がなく時期は不明である。

「SK3土坑」 AB-35区で検出された (図 8)。 長軸185×

短軸 110 cmで方形を呈し、底面までの深さは約 35 cmで

ある。埋土は褐灰色10YR4/1シルトの単層である。

「SD2溝」 AD22～ 23区で検出された (図 9)。 東西方向

に直線的に延びている。幅は40～60 cm程度で、壁は5～ 10

cm程残存している。底面形は舟底形を呈し、緩やか

に立ち上がっている。底面のレベルは東にむかって

ゆるく傾斜している。埋土は黒褐色10YR3/1シルト

の単層であるが底面に薄い砂層が入っている。

儒)北区水田跡

北区水田跡は耕作による影響が大きく、作上の一

部が残る程度で、水田の規模や形状は不明である。

下層からの遺構は検出されていない。出土遺物とし

ては陶磁器片 (瀬戸美濃。肥前染付・本目馬)があり、

いずれも18～19世紀のものであった。

＞

、
Ｔ

Ｉ

?  l  lm ttAB“

図 8 SK3土 坑

図 9 SD2清 跡



③
5

0                  5 cm

図10 水田跡調査区出土遺物 (1)
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番 号 遺構 No 種  別 特 徴 写真図版番号 番 号 過構 No 種  別

8ト レンテ 陶磁器、皿 肥前、染付、見込蛇の目釉ハギ、18世紀 AD■4区 寛永通宝

肥前、染付、17世紀中葉 ? 古銭

陶磁器、allか鉢 瀬戸美濃、鉄釉、17世紀前～中葉

2ト レンテ 陶磁器、皿 肥前、染付、17～ 18世紀 AH-2区

35ト レンテ 煙管 雁首・銅製

番 号 地   区 層位 器 種 長(mm) 幅 (Hl m) 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 備 考

27ト レンテ (東区水日) 石鉄Ш B類  | (28) 13 頁岩

石鏃 uI B類  | (31)
2層 尖頭器 貢岩

A08区 1層 石匙 IB類  1  82 貢岩

35ト レンテ 石製品 45-6

7ト レンテ 石匙 IB類 ?| (47) 貢岩

図11 水田跡調査区出土遺物 (2)



傲)近世 土墳 墓群

西区水田の水田域北側に接するAD12～ 14-AF12～14区にかけて、土墳墓12基が検出された

(図 13)。 改葬を受けていたため墓石などはなかった。

[1号墓]規 模は長軸105× 短軸 100 cm、 深さ 55 cmを 計る。平面形は隅丸の方形である。
埋土は3層に分けられる。底面はほぼ平坦であり、壁は底面から急な角度で立ち上がっている。

50× 50 cmの方形の木棺の底部が残存しており、棺底面にモミガラが入れられていた。

出土遺物としては、陶磁器椀 。骨片がある。

[2号墓]規 模は長軸130× 短軸 120 cm、 深さ 55 cmを計る。平面形は不整円形である。埋

土は 4層に分けられる。底面はほぼ平坦で、径 55 cm程の円形の木棺の底部が残存していた。

出土遺物としては、底面付近から寛永通宝 6枚・煙管雁首・陶磁器片がある(図144.6～ 11)。

[3号墓]規 模は長軸80×短軸 60 cm、 深さ 15 cmを計る。平面形は楕円形である。埋土は

2層に分けられる。底面は舟底形である。

出土遺物としては、寛永通宝 6枚がある (図1412～ 16)。

[4号墓] 規模は長軸150× 短軸 105 cm、 深さ 45 cmを 計る。平面形は長楕円形である。埋

土は 2層 に分けられる。底面はほぼ平坦で、径 50 cm程の円形の木棺の底部が残存していた。

出土遺物としては寛永通宝 6枚・骨片がある (図1417～22)。

[5号墓]調 査区東壁にかかって約1/2程度検出した。長軸110× 短軸 45 cm以上、深さ 40 cm

を計る。平面形は方形を呈すると思われる。底面はほぼ平坦である。
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Ｃ
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Ｃ
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韓
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４８０
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Ａ
２４６０
引

A´

,帝革軒;離手J帯4帯
5号墓

土壊墓土層注記表

24島 n      B´
引         ‐

鬱構 N( 層 土 色 土性 備  考 巨構 N( 層 備  考 層 上 色 土性 臓 考

l号墓 10 YR5/6混 3号墓 暴褥島YR2/2 5号墓

ンルト 10 YR2/2混

10 YR5/8混 4号墓 1°

1ヽli`9ミ 2/ユ

Ю4緒R5/6
2号墓 ン,レ ト 8手詢盛 砂礫層

砂礫層 砂 5b

ン,レ ト 0号墓 礫湧

ンルト 累褐亀YR2/2 礫混

図12 土塘墓セクション図
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図13 近世土媛墓群 (西区水田跡調査区)



出土遺物としては、寛永通宝 4枚・骨片がある (図151～ 4)。

[6号墓]規 模は長軸■0×短軸 100 cm、 深さ80 cmを計る。平面形は不整方形で、底面は

ほぼ平坦である。出土遺物はない。

[7号墓] 規模は長軸85X短軸 75 cm、 深さ 45 cmを計る。平面形はほぼ円形である。底面

はほぼ平坦で、木棺の材の一部が残存している。出土遺物はない。

[8号墓]規 模は長軸130× 短軸 125 cm、 深さ47 cmを計る。平面形は隅丸方形である。埋

土は2層に分けられる。底面はほぼ平坦で、壁は底面から急角度で立ち上がっている。出土遺

物としては、底面付近から陶磁器椀・煙管吸口・櫛・玉 (図141～3.5)・ 寛永通宝10枚 (図 15

6～13)がある。図14-1は仙台城二の丸跡・養種園遺跡に出土例のあるもので、淡青色の釉が

かかり、胎土には白色砂粒が多い。産地は不明であるが18世紀前半のものと考えられている。

[9号墓]規 模は長軸120× 短軸 100 Cm、 深さ 40 cmを計る。平面形は円形を呈するものと

思われる。底面はほぼ平坦である。

出土遺物としては、寛永通宝 6枚 と布の一部があり、布に包まれて納められたものと考えら

れている。

[10号墓]規 模は長軸185× 短軸 120 cm、 深さ80 cmを計る平面形は長精円形である。底面

はほぼ平坦で、円形の木棺の側板の一部が残存していた。

出土遺物としては寛永通宝 7枚がある (図1514～ 20)。

[11号墓]規 模は長軸140×短軸 ■OCm、 深さ 76 cmを計る。平面形は不整円形である。底

面はほぼ平坦で、木棺の材の一部が残存している。出土遺物はない。

[12号墓]調査区西壁にかかって1/2程度検出された。規模は長軸160×短軸 100 cm以上、深

さ38 cmを計る。底面はほぼ平坦である。出土遺物はない。

「土壌墓群について」

墓墳は調査前に改葬されていたが、出土遺物をみると副葬品を伴う墓渡 8基 (1～ 5.8～ 10)

と伴わない墓壊 4基 (6。 7.11.12)に分けられる。副葬品を伴う墓壊のほとんどは、寛永

通宝が出上している。木棺については、底部の残存していた 3基には、方形のもの(1)と 円形の

もの (2. 4)と がある。それ以外の墓墳については不明であるが、掘り方等からみて両方用

いられていたようである。木棺の形態によって時期差があるかどうかについては不明である。

墓損は調査区西側に隣接する寺島家のもので、当主の寺島清悦氏によれば改葬前墓石は■基

あり、最古のものは江戸時代中期正徳年間 (17■～1715)の ものであったとのことで、墓装群

の時期についてもそれ以降のものと考えておきたい。
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土壌墓出土遺物観察表

No 畳構 N( 種  別 特    徴 写真図版番号

図 14-1 8号墓 陶磁器・碗 淡青色の釉・体部下半及び高台内側 は露胎 。重ね燒 目跡 3点有・産地不明、 18世紀 46-10

図 14-2 ク シ 46-6
図 14-3 煙管 雁首・ 銅製 46-8
図 14-4 2号墓 雁首・ 銅製 46-7
図 14-5 8号墓 数珠玉 ガラス製 46-9

図15 土境墓出土遺物 (2)



4.道路跡調査区
調査対象区の西端部 DoE区において、道路跡に伴うと考えられる遺構が検出されている。こ

の地点は調査開始以前から調査区北端にある道路神社 (道六神社)ま での道路 として利用され

ていた。 (注 1)地元では「丸田沢古道」と呼称されており、中世からの奥州街道であったとも

伝えられている。小字名である「塚」には、最近まで塚が残っていたとのことで、これが「安

永風上記―上谷刈村書上―」に記載のある一里塚であったとおもわれる。 (注 2)

江戸時代初期までの奥州街道は仙台城下から荒巻古街道―古堤―丸田沢―丸山峠を経て上谷

刈村に入 り、神社前を通って七北田川を渡 り、本七北田―朴沢―宮床を経て黒川に向かってい

たと考えられている。 (注 3)街道が付け替えられたのは元和九年 (1623)と みられ、同年四月

東方に移設された七北田宿に対し、諸役を免許し六斎市を立てることを許す石母田文書がのこ

っている。 (注 3)

今回の調査では、現道の直下にこの古街道の関連施設と考えられる濤跡を確認し、さらに神

社前から七北田川に下 りる「切 り通し」遺構を検出している。調査面積は約 780m2でぁる。

(注 1) (安永風上記―上谷刈村書上)

一、道六神社  一、狼ノ川原  一、勤請 誰勤請卜申儀非年月共相知不申候事

一、社地 竪八間 横七間  一、社東向弐尺作

(注 2) (安永風上記―上谷刈村書上)

一、古塚 壷ツ狼ノ川原  一、壷里塚

一、往古中山通七北田海道之節 相立候由二申偉候事

(注 3) (安永風上記一七北田村書上)

「元和年中本七北田ヨリ営所江膵場被相廻候事」

(石母田文書―元和九年四月の定)

「国分之内七北田当町被相立候付而 御印判之通役諸役成御免候―ケ月

市之日 三月八日 十三日 十八日 甘三日 甘八日 右之通可相立者也」

(1)道路跡

道路跡西側の関連施設と考えられる濤跡 SD5と、これに直交する濤跡 2条 SD6・ 7を確認し

た。道路跡の路面施設などは確認されず、規模についても東側での濤跡等の遺構検出がなかっ

土層注記表

遺構 No 層 土 色 土  性 備  考 遣構 No 層 土 色 土  性 備  考
基本層序 Ia 黒褐色10Ⅵ鮒/1 ンルト SD 5 1 黒絶 10 YR3/2

黒徹ヨ25Ⅵ /1 カーボン粒混入 2 贈絶 10 VR3/3 10 YR4/6わ瑶じる
路褐色10 YR3/2 10 YR4/6が若干混じる 3 黒褐色 10 YR3/2 ンフレト 10 YR4/6・ カーボン粒混じる
襦色10 YR4/4 ンルト 4 確錦馴ζ10Y黒 3/3 ンル ト 10 YR4ん が幌じる
褐色 10 YR4/6 ンルト 25Y3/1が 混じる
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たことから不明である。

(SD5溝跡〉 (図 16)

巾 50～ 70 cm、 深さ20～45 cmの 素掘の濤跡で、側濤としての機能を有していたと考えられ

る。底面の形状は、南部では逆台形状を呈し北部では巾の広い U字状を呈している。底面のレ

ベルは北に向かって傾斜している。

(SD6溝跡〉 (図 17)

SD5の南端に接して東に延びる濤跡である。巾 50～ 120 cm、 深さは約 5cmと浅く底面のレ

ベルはほぼ平坦である。

(SDフ 勘 〉 (図 17)

SD6と ほぼ並行して走り、SD5と 重複している。巾 100～ 150 cm、 深さ 15 cm程度で、底面

の形状はレンズ状を呈している。東に向かってゆるく傾斜しており、東西のレベル差は約 10 cm

である。西側の埋土上面部分で長さ3mにわたって 10～20 cm大の礫の集中がみられた。何ら

かの道路跡に関係する施設 とも考えられる。

図 18 SD 6・ 7 溝跡土層注記表
自構 N( 層 土 色 土性 備   考 置構 N( 層 土 色 土性 備  考

SD 6 1 髄 10 YR3/3 シルト 10 YR4/2が 混じる SD 7 3 黒褐色10 YR3/2 シル ト

2 具ISt 10 YR3/2 シルト 4 黒絶 10 YR3/2 シフレト 10 YR4/2が 混じる

1 10YR3/3・ 10YR5/6 シル ト 5 舞褐色10 YR5/6 シ,レ ト 10 YR3/3が 混じる

2 確認馴ヨ10 YR3/3 シル ト 10 YR5/6す場じる

図18 SD 6。 7清跡セクション図

修)「切 り通 し」遺構

道路跡は、神社前で西にほぼ直角に折れて七北田川に向かっている。ここで段丘面を一段下

りるかたちとなり、段丘崖に作られた切り通し遺構を検出している。

砂岩質の岩盤を切って構築されており、道幅はここで極端に狭くなる。切り通しは二段構造

になっており、一段日は、上端部で最大幅 9m、 下端で 7.5mを計る。二段目は、上端部で幅

2～5m、 下端で 50～100 cmを計る。傾斜は、4m/15m程度とかなり急に下っている。(図 19)。

(働その他の遺構

調査区南側で、掘立柱建物跡 1棟を含むピット群・土坑 3基を検出した。いずれも出上遺物

がなく、時期などは不明であるが道路跡以前に構築されたものと考える。

I掘立柱建物跡柱穴上層注記表

10 YR4/3か 混ゞじる 10 YR4/3・ カーボン粒が混じる

カーボン粒が混じる10 YR4/3が混じる

10 YR4/3・ カーボシ粒が混じる カーボン粒が混 じる
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図19「切り通 し」遺構縦横断図

① SB-1掘立柱建物跡 (図 17)

東西の桁行四間、総長 4.2m(柱間寸法 90～ 120 cm、 平均 100 cm)、 南北の梁行一間、総長 2.6

m(柱間寸法 260 cm)の南北棟の建物である。建物の方向は東側柱列で N-28°一Eである。柱穴

は径 20～30 cmの ほば円形のもので深さは 40～ 60 cmほ どある。抜き取 り痕がみられる。

SB l以外にも柱列を構成するピットも考えられるが、規模の違いなどもあり可能性の域を

でない。

② SK4土坑 (図 17)

SD5に西壁部分を切られている。長軸200× 短軸 100 cm、 深さは 25 cmで方形を呈する。埋

土は 3層 に分けられる。

SK 4 土坑 土層注記表
遵格 N( 層 土 色 土性 臆  考
SK 4 1 黒擢臨 10 YR2/2 シアレト 10YR5/6・ カーボン粒混じる

2 黒4St110 Y貶/3 ンフレト 10 YR5/6混 じる

3 触 10 YR5/6 粘 質 10 YR2/2混 じる

図20 SK4土 坑セクション図

③ SK5土坑 (図 17)

SD5に西壁部分を切られている。長軸140×短軸 100 cm、 深さは30 cmで不整の円形を呈す

る。埋土は黒褐色10YR3/2シルトの単層である。

④ SK6■J尤 (図 17)

調査区東壁にかかり1/2程度検出された。長軸 110 cm、 深さは10 cmで隅丸の方形を呈する。

埋土は黒褐色10YR3/2シルトの単層で、カーボン粒が若干入っていた。

―――-2r。 00m

――-2300m

―

  〔2100m



5.縄文時代遺物包含層
確認調査によって、遺物包含層が検出された40ト レンチを中心として東側の41ト レンチまで

の範囲の拡張をおこない、包含層全体を検出した。調査面積は約 2,500m2でぁる。

(1)基本層序

調査区の現況の地形は、北から南方向へ緩やかに傾斜する平坦地で、堆積土は4層に分層す

ることができた。

1層 層厚 20～30 cm程度。暗褐色シルト10YR3/3層。現在の畑の耕作上である。
2層 層厚 10 cm程度。黒色シル ト10YR2/1層。遺物包含層であり、調査区ほぼ中央部にみら

オtる。

3層 層厚 10 cm程度。黒褐色シルト10YR2/2層。遺物包含層。
4層 層厚 5～10 cm程度。暗褐色シルト10YR4/3層。
5層 地山面。黄褐色シル ト10YR5/6層。遺構確認面である。

(2)発見 された遺構 と遺物

今回の調査の結果、竪穴住居跡や土坑・濤跡・遺物包含層等の遺構と、縄文土器・石器 。石

製品などの遺物が発見された。

竪穴住居跡は、調査区南東部から南西部にかけて並ぶように 8軒検出されている。土坑は調

査 区 の ほ ぼ 全 域 に み ら れ る が 、 竪 穴   「
FTTTTTTTTTRT▲ T T T T T T T

住居跡の周辺に多く分布する傾向が  ト

ある。遺物包含層は、調査区のほぼ  [
中央部で北から南方向にゆるく傾斜  [ /

する部分に形成されている。     ト

①竪穴住居跡          ト

竪穴住居跡は 8軒確認されてい  ト

を池禁「猪,と霰写議[::EI遺 :為子:  :ユ
をもっていた。平面形は円形を基調  ト

ニ迄星とqぴ争嗚研腕めいて:□…チロ…チ卜 十   甲    

「

~~¬
重複関係はない。

図21 包含層地区 トレンチ配置図



ＦＣ

‐

ＤＦ

Ｉ

Ｇ

‐

ＦＨ

ｉ

ＦＦ

Ｉ

ＦＪ

‐

ＫＦ

Ｉ

ＬＦ

Ｉ
酬
‐

FQ
I

ＳＦ

‐
Ｗ
ｉ

ＦＵ

！

ＦＶ

‐

ＦＷ
ｉ

ＸＦ

Ｉ

ＦＹ

‐

FR
I

FP
I

FF
I

I

FF

FE
I

FO
l

FB   FA
I     I

0 -

1-

2 -

3 -

4 -

5 -

6 -

7 -

8 -

9-

10 -

11 -

12 -

13 -

14-

15-

16 -

一 o

- 1

- 2

- 3

- 4

- 5

- 6

-7

- 8

- 9

-10

-11

-12

-13

-14

-15

I

FG
Ｉ

Ｆ

Ｉ

ＦＪ

‐

ＦＫ

Ｉ

ＦＬ

Ｉ

ＭＦ

Ｉ

ＮＦ

ｉ

ＯＦＰ

Ｉ

Ｆ

‐

ＦＱ

!   I   I   I   I   I
FY  FX   FW   FV    FU  FT

I

FS
I

FR
|

FH
Ｉ
配

-16

FD   FC   FB   FA
I     I     I     I

0                        10m

SI-7竪 穴住居跡

SI-8竪穴住居跡

(三)S(32

物包合層 (3層 )分布範囲

跡居

竃
Ｓ‐・３竪穴住⑬
蝉鰯K∫

pO

十           sK16

SI-5竪穴住居跡

6SK黎     十

◎
SI-4竪穴住居跡

stt 0
SKll

建

ＳＫ・３

Ｓ
Ｋ２６

◎
ＳＫ８⑥

⑬  ▽
SK85

SK86 ＳＫ４２
◎
◎十　　∩）

阻

図22 包含層地区遺構配置図

27・ 28



S卜 1竪穴住居跡

[遺構確認]FJ 12.13区に位置し、 5層上面で検出された。SK94土坑を切って構築されて

いる。

[規模。平面形] 長軸 4.20m、 短軸 3.40m、 楕円形で南壁部分がわずかに張り出している。

[埋土] 4層 に大別される。いずれも自然堆積である。

[壁]15～ 25 cm残存している。床面から急な角度で立ち上がっている。

[床面] 若干の凹凸はみられるが、床面レベルはほば一定である。

[柱穴]住 居跡内から、 4個のピットが検出された。いずれも掘り方のみで柱痕跡は認めら

れなかった。 4個のピットは炉の長軸線上からほば対象となる位置にある。この 4本を結ぶ線

は長方形状となり、 4本主柱の構造になると思われる。

[その他の施設] 周濤その他の施設は検出されなかった。

炉

[位置・方位] 住居跡南東部に位置しており、掘り込みの端は住居の壁の一部となっている。

炉の長軸方向は、N13°一Eである。

[規模・平面形]最 大長 225 cm、 最大幅■Ocmのグルマ形である。

[構造]土 器埋設石囲部、敷石石組部、掘り込み部からなる複式炉である。

〈土器埋設石囲部〉 長さ 35 cm、 幅 45 cmである。径 25 cmの埋設土器が残存し、土器の周

囲に 10 cm大の礫を二重ないし二重に巡らしている。埋設土器は底部を欠いているが、土器内

の埋上下部に炭化物が多量に入つていた。

〈敷石石組部〉 長さ 65 cm、 幅 100 cmで ある。床面から敷石底部面までの深さは約 25 cmで

ある。底面には 10 cm大の礫が数個みられるだけである。奥壁部分には長さ35 cm程の偏平な

石を据えている。側壁部分には 10～20 cm大の石を三段に積み上げている。敷石石組部と掘り

込み部の境の部分には 20 cm大の偏平な石がおかれている。奥壁及び側壁の石には火熱により

赤変しているものが多い。

〈掘り込み部〉 長さ 100 cm、 幅 110 cmの方形である。床面から掘り込み部底面までの深さ

15 cmである。底辺はほぼ平坦で、両側壁には石は置かれていない。

出土遺物

「土器」

(図25。 26)図251は炉埋設土器で胴下半部を欠いている。胴部が丸みをもって立ち上がり

SI-1 住居跡ビット集計表
1 2 3 4

形状 円形 精円形 円形 楕円形

深さ(cm)



胴上部でくびれ口縁部が外湾する深鉢である。沈線によって「①」字状に区画され無節 Lが充

填されている。「①」字文は 3単位描かれており、単位文様間の間隔のあく部分に「

`」

字状の

文様が入れられている。2～ 5は B群の上器である。このうち 5は 1と 同様の器形のもので、

丸みをもった胴部が胴上部でわずかにくびれ、口縁部が外湾し全面に縄文が施文されている。

図261～ 3は 回縁部資料である。1は口縁部が内湾して波状を呈するもので、区画沈線内に縄文

が充填されている。 2は口縁部が外湾し、沈隆線によって無文帯と縄文帯を区画している。 3

も口縁部が外湾し、沈線によって巾の広い無文帯と縄文帯を区画している。 5は胴上部がくび

れ口縁部が外湾する器形のもので、 2と 同様沈隆線によって区画している。 4・ 6は胴部資料

で沈線によって区画している。
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SI-1住居跡土層注記表

―~ 層 土 色 土 性 備   考

SI■ 埋上 ユ 黒色 10 YR2/1 シルト

2 黒福色 10 YR2/3 シルト 1～21nm大 の小礫多量にまじる。カーボン粒子混入

3 黒猫艶堅10 YR2/2 シルト 小礫 まじり、カーボン粒子混入

4 暗褐色 10 YR3/4 砂質シル ト 褐色 10 YR4/4砂 まじり、小礫まじり

図23 SI-1竪穴住居跡



「石器」 (図 27・ 28)石鏃 1点、石匙 1点、磨製石斧 1点、不定形石器 2点、礫石器 2点が出

上している。石鏃 :図271は基部が平基で側縁が外湾し厚みがある。 磨製石斧 :図281は磨

製石斧の基部で、横断面は上下にふくらんだ長方形を呈する。石匙 :2は縦長の石匙で、二縁

辺構成の身部となっている。磨凹石 :4は磨凹石で、両面に磨面があり片面に浅い凹みをもっ

ている。 5は磨石で片面に磨面をもっている。

遺土

下
SPC

0                  1m

SI― I 炉跡土層注記表

Ｔ‐‐
ｇ
ｏｏ
ｗミ

〇

磁

∽

層 土 色 土 性 備  考 層 土  色 土  性 備  考
炉埋土 1 黒褐色 10 YR3/1 ングレト カーボン粒混 埋設土器埋土 ① 黒褐色 10 YR3/1 シルト カーボン粒混

2a 黒褐色 10 YR2/3 ② 黒色 10 YR2/1 カーボン粒多量混

わ 黒褐色 10 YR2/2 カーボン粒混 炉掘 り方 ③ 黒褐色 10 YR3/2 砂質 シル ト

3a 黒純 10 YR3/2 砂質シル ト 暗絶 7 5YR3/3
3b 揮肇禅](ヨ 2 5YR3/1 カーボン粒混 暗縁色7 5YR3/3

黒色 10 YR2/1 カーボン粒混

図24 SI-1竪穴住居炉跡
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図 25 SI I竪穴住居跡出土土器観察表

番号 地  区 層 器 形 分 類 特  徴 写真図版番号 番号 地  区 層 器 形 分 類 特  徴 写真図版番号

炉埋設 深鉢 II類 「 C」宇状文、無節 L A区 深勢 B群 LR縄文

II類 降線刻目 P-7 B群 LR率とえ

B群 LR縄文

図25 S卜 1竪穴住居跡出土土器 (1)
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番号 地  区 層 器 形 分 類 特  徴 写真図版番号 番号 地  区 層 器 形 分  類 特  徴 写真図版番号

P-5 深鉢 II群 区画沈繰、渡状回線 RLR縄文 深鉢 II群 区画沈線

P-9 区画沈隆線、RL縄文 P-4 区画沈隆線、LR縄文
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図27 SI-1竪穴住居跡出土石器 (1)
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図 28 SI― 1竪穴住居跡出土石器観察表

?     1     110Cln

番号 地  区 層位 器  種 長 (mm) 幅 (mm) 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 写真図版番号 備 考
28-1 磨製石斧

S-4 石匙 IA療 頁岩 38-3
不定形石器 C類

番号 地  区 層位 器  種 長(mm) 幅(mm) 厚 (mm) 重量 lFt) 石  材 使 用 痕
C区 2層 磨凹石 磨一両面凹―片面

C区 2層 磨石 (63) 磨―片面

図28 SI-1竪穴住居跡出土石器 (2)



SI…2竪穴住居跡

[遺構確認] FJ ll区に位置し、 5層上面で検出された。

[規模・平面形] 長軸 3.90m、 短軸 3.90m、 ほぼ円形である。

[埋土] 6層 に大別される。いずれも自然堆積である。

[壁]15～ 25 cm程度残存している。床面から急な角度で立ち上がっている。

[床面]若 千の凹凸はみられるが、床面レベルはほぼ一定である。

[柱穴] 住居跡内から、15個のピットが検出された。いずれも掘り方のみで柱痕跡は認めら

れなかった。P5・ P6は炉の長軸線上にあり、Pl～P4は長軸線上からほぼ対象となる位置にあ

る。このうち P2・ P3・ P5の 3個のピットを結んだ線は二等辺三角形状を呈し主柱穴と考えら

れる。P4も位置関係からその可能性も考えられるが、Pl・ P4・ P6に ついては、補助的な柱と

しての機能が考えられる。

[その他の施設]炉 の北側長軸線上で焼土を検出している。また、炉の西側で土坑 1基を検

出した。長軸 90 cm、 短軸 65 cm、 深さは 10 cm程で不整の方形を呈する。

炉

[位置 。方位] 住居跡南部に位置しており、掘り込みの端は住居壁の一部になっている。

炉の長軸方向はN9°―Eである。

[規模・平面形]最 大長 195 cm、 最大幅 80 cmの長方形である。

[構造] 土器埋設石囲部、敷石石組部、掘り込み部からなる複式炉である。

〈土器埋設石囲部〉 長さ 40 cm、 幅 50 cmで ある。埋設土器は残存しておらず石組も西側に

残る程度である。

(敷石石組部〉 長さ 65 cm、 幅 80 cmである。床面から敷石底部までの深さは約 20 cmであ

る。底面の石のうえに奥壁および側壁部の石がのっている。炉石は 10～20 cm大の石が用いら

れており、火熱により赤変しているものが多い。敷石石組部と掘り込み部の境の部分に敷かれ

ていたと考えられる石が崩れて石組部に落ち込んでいる。

(掘 り込み部〉 長さ 90 cm、 幅 75 cmの方形である。床面から掘り込み部底面までの深さは

15cmである。側壁上部に石組部から連続する石がおかれている。底面はほぼ平坦で、ピット3

基を検出している。

S12 住居跡上層注記表
イ 層 土 色 土 性 備  考
S卜 2埋土 ユ 黒色 10 YR2/1

2 暗褐色 10Y酪 /3 黒褐色 10 YR2/2が小ブロック状に入る 1～2mm大 のガヽ礫 まじり、カーボン粒子混ス
3 贈絶 10 YR3/3 1～2 HIm大 の小礫普遍的にまじる。カーボン粒子混入

4 黒褐色 10 YR2/2 カーボン粒子混ス

5 黒褐色 10 YR2/2 褐色 10 YR4/4がプロック状に入る
土坑埋土 1 黒褐色 10 YR2/2 砂質シル ト 礫まじり



出土遺物

「土器」 (図31)1～ 3は国縁部が外湾して波状を呈するもので、沈線によって無文帯と縄文

帯が区画されている。 4も緩やかな波状を呈する口縁部が外湾し、沈隆線によって区画されて

いる。 6は 口縁部がやや外湾し、沈線によって区画されている。 7～ 9は胴部資料で沈線によ

って区画されている。
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S卜 2 住居跡ピット集計表
No 1 2 3 4 5 6 7 8 9

形状 円形 橋円形 円形 円形 円形 楕円形 隅丸方形 円形 長橋円形 方形

深さ(cm) 9 6 4

No 11 13

形状 円形 橋円形 円形 円形 不整円形

深さ(cm) 16 5 4

S卜 2竪穴住居跡



「石器」 (図 32・ 33) 不定形石器 4点、礫石器 5点が出上している。図32-1は不定形石器で、

両側辺加工の刃部をもち突端部が作り出されている。2～ 4に は顕著な二次加工はみられない。

図33-1.2は凹石で、深い凹部を 1は両面に 2は片面にもっている。3.4は磨石で、磨面を 3

は二面に 4は片面にもっている。 5は敲石で長軸の一端に敲打面をもっている。
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層 土  色 土 性 備   考
炉埋上 1 黒褐色 10 YR3/2 シル ト 黒褐色 10 YR2/2が斑状にまじる。小砂粒合有

2 黒褐色 10 YR2/2 シルト 小砂粒含有、カーボン粒子わずかに含有
黒褐色 10 YR2/2 シルト 小砂粒含有、カーボン粒子わずかに含有

暗褐色 10 YR3/3 砂質シル ト

3b 黒猥危 10 YR3/2 砂質シル ト ①層よりも明るい

土器埋設部埋土 黒褐色 10 YR3/2 カーボン粒子若干

黒褐色 10 YR2/3 カーボン粒子若干

③ 黒福泡 10 YR3/1 砂質シル ト 1～2mm大 の小礫 まじり
炉掘 り方埋土 団 暗褐色 10 YR3/3 砂質シル ト 地山の土を多く混入している。砂粒を多く含有している

図30 SI-2竪穴住居炉跡



図31 SI-2竪穴住居跡出土土器
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図33 SI-2竪穴住居跡出土石器 (2)



図 31 SI-2竪穴住居跡出土上器観察表
番号 地  区 層 器 形 分 類 特  徴 写真図版番号 番号 地  区 層 器 形 分 類 特  徴 写真図版番号

深鉢 II群 波状口縁、区画沈線 深鉢 II群 区画沈線

P-3 灘伏口縁、区画沈線 7 区画沈線、LR縄文

覗屈り 演状口縁、区画沈線 区画沈線、LR縄文

P-2 渡行日縁、区画沈隆線 区画沈線、LR縄文

A区 鉢 並行沈線

図 32、 33 SI-2竪穴住居跡出土土石器観察表

番号 地  区 層位 器  種 長(mm) 幅 (mm) 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 写真図膜番号 備 考

A区 1層 不定形石器 B類

炉前庭部 不定形石器 C類 買岩

32-3 炉前庭部 不定形石器 C類 38-7

炉 内 不定形石器 C類

番号 地 区 層位 3S 種 長 (mm) 幅(mm) 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 棋 図脹番手

38-1 凹石 凹一画面

百石 凹石 凹 ―片面 5

1層 磨石 磨―片面、片側面

33-4 所 11 磨石 磨―片面

"莉

巨7 師 敲―一端

SI-3竪穴住居跡

[遺構確認] FJ-8区 に位置し、 5層上面で検出された。

[規模・平面形] 長軸 4,00m、 短軸 3.50m、 楕円形である。

[埋土] 3層 に大別される。いずれも自然堆積である。

[壁]10～ 15 cm程度残存している。床面から急な角度で立ち上がっている。

[床面]若 干の凹凸はみられるが、床面レベルはほぼ一定である。

[柱穴] 住居跡内から17個のピットが検出された。いずれも掘り方のみで柱痕跡は認められ

なかった。Pl・ P3・ P4・ P6。 P7・ P9・ P10は炉の長軸線上からほぼ対象となる位置にある。

このうち P3・ P6は 50 cm以上の深さがあり主柱穴と考えられる。Pl・ P7も 主柱穴と考えれば

4本柱の構造となる可能性もある。P4・ P9～P12に ついては、補助的な柱としての機能が考え

られる。

[その他の施設]西壁沿いで周濤の一部を検出した。巾 15～ 20 cm、 深さ 35 cm、 断面形はU

字型である。

炉

[位置 。方位] 住居跡南部に位置しており〔掘り込みの端は住居壁の一部になっている。

炉の長軸方向は、N5°―Eである。

[規模・平面形]最 大長 230 cm、 最大幅 110 cmのグルマ形である。

ピ

No 1 2 3 4 5 6 7 9

形 円形 円形 円形 円形 橋円形 不整形 橋円形 円形 円形 楕円形

深 さ (cm)

No 11

形状 楕円形 不整形 円形 橋円形 円形 円形 円形

深 さ (cm) 17



[構造] 土器埋設石囲部、敷石石組部、掘り込み部からなる複式炉である。

〈土器埋設石囲部〉 長さ 35 cm、 幅 55 cmである。埋設土器が残存し、土器の周囲に 10～20

cm大の礫が二重に巡っている。埋設土器は底部を欠いているが、土器内の埋上下部に炭化物が

入っていた。
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イ 層 土  色 土性 備  考

S13埋土 1 黒色 10 YR2/] ンルト ベル ト中央部 はとくに黒色がつよ▼

黒揺色 10 YR2/3 シルト 1～3 rlm大 の小石普遍的に入る

黒褐色 10 YR2/2 シルト

3a 黒褐色 10 YR3/2 砂質シル ト にぶい黄褐色10 YR4/3 プロック状に入る

褐色 10 YR4/4 砂質シルト 黒褐色 10 YR3/2 プロック状に入る

図34 SI-3竪穴住居跡



〈敷石石組部〉 長さ 70 cm、 巾 100 cmで ある。床面から敷石底面までの深さはみOcmである。

底面には長さ 40 cm、 巾 30 cmの偏平な石が置かれ、その上に奥壁および側壁部の石がのって

いる。奥壁には長さ30 cmの 偏平な石が据えられ、両側壁には 10～20 cm大の礫が三段に積み

上げられている。敷石石組部と掘り込み部の境の部分には 10 cm大の石が敷かれている。奥壁

及び側壁の石には火熱により赤変したものが多い。石組部の掘 り方西壁近 くにピット状の凹み

が検出され、その中から土器が正位の状態で出上している。
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図35 SI-3竪穴住居炉跡
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図37 S13竪穴住居跡出土石器観察表

図37 SI-3竪穴住居跡出土石器
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番号 地  区 層 器 形 分 類 特  徴 写真図版番号 番号 地  区 層 器 形 分 類 特  徴 写真図版番号

原理設 深鉢 分節波溝文・RL縄文 P-1 深鉢 区画流線・ LR縄文
区画沈線

区画沈隆線・ RL縄文

区画沈線・ LR縄文 区画沈線

図36 SI-3竪穴住居跡出土土器

〔

‐――

吼

一



〈掘り込み部〉 長さ 120 cm、 幅■Ocmの方形である。床面から掘り込み部までの深さは 20

cmである。両側壁に石はおかれていない。

出上遺物

「土器」 (図36)1は炉の埋設土器で、口縁部と底部を欠いている。沈線による分節波濤文が

5単位描かれているが、単位文様の間隔の狭い部分では文様帯がくずれている。またその下に

は、沈線が巡り各単位文様の下で「ノ」字状に垂下し6単位描かれている。 2・ 3は口縁部で

やや外湾し、沈線によって無文帯と縄文帯を区画している。 4～ 8は胴部資料で、沈線によっ

て区画されている。

「石器」 (図37)石鏃 1点、スクレイパー 1点が出上している。図37-1は両側辺加工のスクレ

イパーで縦長の形態を呈する。 2は石鏃で、基部は凹基で側辺は直線的になる。

SI-4竪穴住居跡

[遺構確認] FF-5区 に位置し、 5層上面で検出された。

[規模 。平面形]長 軸 3.50m、 短軸 3.50m、 隅丸の方形に近い円形を基調とする。

[埋土] 4層 に大別される。いずれも自然堆積である。

[壁]5～ 8cm程度残存している。床面から急な角度で立ち上がっている。

[床面] 若千の凹凸はみられるが、床面レベルはほぼ一定である。

[柱穴] 住居跡内から14個のピットが検出された。いずれも掘り方のみで柱痕跡は認められ

なかった。P2・ P3は炉の長軸線上からほぼ対象となる位置にあり、また Pl・ P5。 P7は長軸線

上にある。このうち P2・ P3・ P5の 3個のピットを結んだ線は正三角形を呈し、規模や深さも

ほぼ同様であることから主柱穴と考えられる。P7も主柱穴と考えれば 4本柱の可能性もある。

P4・ P6は補助的な柱としての機能が考えられる。

[その他の施設]住 居跡西壁および北壁で、周濤を検出している。北壁側では柱穴と重複し

ているが、巾 15～ 30 cm、 深さ 5～ 10 cm、 断面形はU字形である。

炉

[位置 。方位] 住居跡南西部に位置しており、掘り込みの端は住居壁の一部になっている。

炉の長軸方向はN38°―Eである。

[規模・平面形]最 大長 185 cm、 最大幅 95 cmの グルマ形である。

[構造] 土器埋設石囲部、敷石石組部、掘り込み部からなる複式炉である。

SI-4住居跡ビット集計表



〈土器埋設石田部〉 長さ 40 cm、 幅 50 cmである。埋設土器が残存し、土器の周辺に 10～ 15

cm大の礫を二重ないし二重に巡らしている。埋設土器は底部を欠いており、底面には 20 cm大

の扁平な石が置かれている。上器内の埋土下部に炭化物がみられた。

〈敷石石組部〉 長さ 60 cm、 幅 80 cmである。床面から敷石底面までの深さは約 20 cmであ

る。底面には10～15 cm大 の石が敷かれ、その上に奥壁および側壁部の石がのっている。奥壁

には 30 cm大の扁平な石が据えられ、両側壁には 10～ 15 cm大の礫が二段から二段に積まれて

いる。敷石石組部と掘り込み部の境の部分には 10～ 15 cm大の石が敷かれている。奥壁及び側

壁の石には赤変したものが多い。

〈掘り込み部〉 長さ 95 cm、 幅 95 cmの 方形である。床面から掘り込み部までの深さは 30 cm

で、敷石石組部よりも深くなっており壁際にむかって緩 く傾斜している。
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S14埋土 1 黒色 10 YR2/1 ン,レ ト

2a 黒褐色 10 YR2/3 ン,レ ト 1～311mの 小石含有、カーボン粒子着千、北壁側砂際 まじり

2b 黒褐色 10 YR2/2 ンルト カーボン粒子若干

3 黒褐色 10 YR2/2 シル ト 褐色 10 YR4/4が まじる。下層部に褐色 10 YR4/6砂 まじり

4 黒褐色 10 YR3/1 砂質シル ト 礫まじり

図38 SI-4竪穴住居跡



出土遺物

「土器」 (図40)8は炉の埋設上器で胴下部を欠いている。緩やかな波状を呈する口縁部が強
く外湾している。口縁部に沿って巡る沈線によって区画された無文帯が「 J」 字状を呈してい

る。「 J」字文は 4単位描かれ、その下は全面に縄文が施文されている。 1～ 7は胴部資料であ

る。 1は細 く深い沈線によって施文され、 2は沈線によつて区画されている。 3・ 4は隆線が

渦巻き状に入り組んでいる。 5は沈隆線によって区画され、 6・ 7は地文のみである。

「石器」 (図41) 石鏃 2点、石匙 1点、不定形石器 2点、礫石器 1点が出上している。
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層 土  色 土 性 備  考 詈 土 色 土  性 備  考
炉埋土 1 黒tSt 10 YR3/1 シルト カーボン粒混 炉埋土 4 暗福色 10 YR3/3 ンル ト カーボン粒混

2 黒絶 10 YR2/2 10 YR4/4・ カーボン粒 埋設土器埋上 5 黒褐色 10 YR2/2 ンフレト 10 YR4/4・ カーポン粒
3 黒褐色 10Y貶 /2 10 YR4/4混

図39 Si-4竪穴住居炉跡
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図 40 SI-4竪穴住居跡出土土器観察表
番号 地  区 層 器 形 分  類 特  徴 写真図版番号 番号 地  区 層 器  形 分 類 特  徴 写真図版番号

A区 深鉢 沈線・ LR縄文 B医 隆帯・ 無文

炉 内 区画沈線・ LR縄文 23-3 とR縄文

降線渦着 B区 LR濶登文

炉埋設 「J」 字伏文・LR縄文

図40 SI-4竪穴住居跡出土土器

図411.21ま 石鏃である。 1は基部が凹基で半円形の快りがはいる。 2は平基で側辺が外湾す

る。 4は縦長の石匙で、大きなつまみ部と二縁辺構成の身部をもっている。 6は凹石で、片面

に深い凹部をもっている。

SI-5竪穴住居跡

[遺構確認] FG 3.4区に位置し、 5層上面で検出された。

[規模・平面形] 長軸 4.25m、 短軸 3.90m、 隅丸の方形に近い円形を基調とする。

[埋土] 3層 に大別される。いずれも自然堆積である。

[壁]15～ 25 cm程度残存している。床面から急な角度で立ち上がっている。

[床面]若 干の凹凸はみられるが、床面レベルはほぼ一定である。

[柱穴] 住居跡内から8個のピットが検出された。いずれも掘り方のみで柱痕跡は認められ
なかった。Pl・ P4は炉の長軸線上からほぼ対象となる位置にあり、また P3は長軸線上にある。
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図 41 SI-4竪穴住居跡出土石器観察表
番号 地  区 層位 器  種 長 (mm) 幅(mm) 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 写真図版番号 備 考

C区 石鉄 IB類

炉前庭部 底面 石鏃 II A類

ピット8内 不定形石器 A類 頁岩

C区 床直 石匙 IA類 171 頁岩

ピット1内 不定形石器C類 1 45

番号 地  区 層位 器  種 長 (mm) 幅(mm) 厚 (mm) 重量 lg) 石 材 使 用 痕 弄真図版番干

凹石 凹―片面

図41 SI-4堅穴住居跡出土石器



この 3個のピットを結んだ線は二等辺三角形状を呈し、規模もほぼ同様であることから主柱穴

と考えられる。P5。 P6及び炉掘り込み部底面で検出された P7に ついては補助的な柱としての

機能が考えられる。

[その他の施設] 東壁の一部を除いて周濤が巡っている。巾、深さと一様ではなく、柱穴と

重複する北壁部分がいちばん深く、東壁側が浅 くなっている。

[遺物出土状況] 住居跡堆積土中及び床面から多量の上器が出上している。特に床面出上の

上器の中には完形に近いものがあり、これらは住居廃絶時あるいはその直後に廃棄されたもの

と考えられる。堆積土中からの遺物は埋 1層からのものが多く、このことは住居跡がかなり埋

まった段階で集中して廃棄された結果と考えられる。

炉

[位置・方位] 住居跡南部に位置しており、掘り込みの端は住居壁の一部になっている。
炉の長軸方向は N13°一Wである。

[規模 。平面形]最 大長 205 cm、 最大幅 90 cmの グルマ形である。

[構造] 土器埋設石囲部、敷石石組部、掘り込み部からなる複式炉である。
〈土器埋設石囲部〉 長さ 40 cm、 幅 40 cmである。埋設土器が残存し、10 cm大 の礫が西側で

二重東側で一重に巡っている。埋設土器は口縁部を欠いており、埋上には若干の炭化物と焼土

がみられただけであるが土器の周囲はかなり焼土化が進んでいた。

〈敷石石組部〉 長さ 60 cm、 幅 85 cmである。床面から敷石底面までの深さは約 20 cmであ

る。底面の石の上に奥壁および側壁部の石がのっている。奥壁及び底面には 15～20 cm大 の石

が用いられているが、側壁部分には 5～10 cm大 の小礫が三段に積み上げられている。断面の形

状はレンズ状を呈している。敷石石組部と掘り込み部の境の部分には石が敷かれていない。奥

壁及び側壁の石には火熱により赤変したものもみられる。

〈掘り込み部〉 長さ 105 cm、 幅 80 cmの 方形である。床面から掘り込み部までの深さは15 cm

である。掘り込み部の底面からP7が検出された。

出上遺物

「土器」 (図 44・45) 図441は炉の埋設土器で胴上部から口縁部を欠いている。全体の文様構

成は不明であるが、区画沈線の一部がみられる。胴下半には縄文が施文されているが、底部付

近ではナデ調整によって縄文が消されている。 2は台付きの浅鉢形土器で、胴上部が「く」字

状に強く折れ内湾気味の口縁部からは鍔状の張り出しがつけられている。そのうえに胴部から

続く隆帯による円窓状の把手が 2単位つけられ、これとは別に吊り手状の把手が 2単位ついて

いる。胴部には隆線 (稜線)に よって「 J」 字状の無文帯が 4単位描かれ、縄文帯と区画され

ている。その下には隆線 (稜線)が一条巡り、台部と区画されている。 3・ 5～ 7は口縁部資



SI-5住居跡ピット集計表

No ユ 2 3 5 6 7 8

形状 不整形 楕円形 円形 円形 橋円形 円形 方形 不整形

深さ (cm) 8 42 7

SI-5住居跡土層注記表

層 土 色 土性 備  考
SI-5埋 土 l 黒色 10 YR2/1 シル ト 砂粒まじり

黒褐色 10 YR3/2 シルト 黒色10 YR2/1が /Jヽプロック状にまじる。砂粒が若千入る

黒褐色 10 YR2/2 シル ト 黒褐色 10 YR3/2カ 斑゙状にまじる

3 黒褐色 10 YR2/2 シフレト 暗褐色 10 YR3/4が若干まじる

図42 SI-5竪穴住居跡



料で、ゆるく外湾し沈線によって縄文帯と無文帯を区画している。 4は B群土器で、内湾する

口縁部には沈線が巡り、その下は地文のみとなっている。

図451は鉢形土器で、胴中央部で「く」字に強く折れ平縁な口縁部には吊り手状の把手が 4

単位つけられている。隆線によって「 J」 字状の区画が描かれている。地文はなく全体がよく

磨かれている。2は 口縁部が内湾し、沈隆線による長楕円区画のなかに条線が施文されている。

3も 口縁部が内湾し沈隆線による楕円区画に縄文が充填されている。

4・ 5は口縁部が外湾するもので、沈線により区画されている。 6・ 7は胴部資料で、沈線

によって区画されている。 8は外湾する口縁部が、隆帯によって楕円区画され縄文が充填され

ている。図46はいずれも】同部資料で、沈線または沈隆線によって縄文帯と巾の広い無文帯を区

拠飾耳
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ＰＤ
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ヒ    l    lm

8
0

黒色 10 YR2/1

黒褐色 10 YR3/2

図43 SI-5竪穴住居炉跡



画している。 2・ 3は沈隆線によって区画する同一固体と考えられる破片である。

「石器」 (図47・ 48・ 49) 石鏃 8点、尖頭器 2点、石錐 2点、石匙 1点、スクレイパー 2点、

不定形石器 4点、礫石器 5点が出上している。

石鏃 (図471～8):2～ 4・ 8の基部は凹基で、 2・ 3は側辺が外湾する。 1・ 5～ 7の基部

は平基で、側辺は直線的である。

尖頭器 (図47-12・ 13):二点とも小型のものである。12はやや厚手で基部は凹基となる。

石錐 (図47-9・ 10):と もに突端部を欠いているが棒状の形態を呈している。

石匙 (図481):刃部を欠いているが、横長の石匙のつまみ部分とおもわれる。

スクレイパー (図48-5・ 6):5は側縁に沿ってはいる微細な二次加工による刃部を有し、 6は

両側縁からの二次加工によって突端部を作り出している。

不定形石器 (図4711・ 図482～4):2・ 3は微細な二次カロエによる刃部を有している。

礫石器 (図49):1・ 3は磨凹石で、 1は二磨面と浅い凹部をもつ。 3は欠損品であるが、磨面

と両面に深い凹部をもつ。 2は凹石で、両面に浅い凹部をもつ。 4は磨石で、二磨面をもって

いる。

図 47、 48 SI-5竪穴仁居跡出土石器観察表

番号 地 区 層位 器  種 長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重量(g) 石 材 写真図版番号 備 考

C区 I層 石鏃IB類

C区 1〃 石鏃IA類 3 貢岩

D区 1〃 石鏃IB類 ? 4 11

B区 1〃 石鏃IB類 4 頁岩

B区 1〃 石鏃II A類 6 11 頁岩

C区 石鏃IB類 14

l〃 石鏃lA類 38-25

石鏃IB類 lJ 39-2

C区 1〃 石錐I類 11 頁岩

石錐I類 頁岩

C区 l〃 不定形石器A類 38-21

C区 1〃 尖頭器 頁岩

床自 鋼 器 頁岩 38-22

B区 床直 石匙?A類 頁岩

1層 不定形石器A類 頁岩 39-5

土抗内 不定形石器IC類

B区 床直 不定形石器A類

炉前庭部 底面 不定形石器B類 47

2層 不定形石器C類 頁岩 39-8

―
‐　
　
　
　
　
　
　
」
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図 44S15竪 穴住居跡出土上器観察表
番号 地  区 層 器 形 分 類 特  徴 写真図版番号 番号 地  区 層 器 形 分  類 特  徴 写真図版番号

炉理設 深鉢 H群 沈線区画 深鉢 H群 区画沈線

1付浅 , 「JJ字状文 D区 区画沈線・ RL縄�

深鉢 区画沈隆線 C区 区画沈線・ LR縄文

区画沈線・ LR縄文

図44 SI-5竪穴住居跡出土土器 (1)
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番号 地  区 層 器  形 分 類 特  徴 写真図版番号 番号 地  区 層 器 形 分 類 特  徴 写真図版番号
鉢 IX群 「J」争伏文 II群 ERL縄文
深鉢 区画沈線 区画隆線 (稜線)・ RL縄炭

P-1 区画沈線・撚り糸 区画沈線・ LR縄文
区画隆線・条線 隆再

図45 SI-5竪穴住居跡出土土器 (2)
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図 46 SI-5竪穴住居跡出土土器観察表
番号 地  区 層 器  形 分 類 特  徴 写真図版番号 番号 地  区 層 器  形 分 類 特  徴 写真図版番号

深鉢 ■群 区画沈線・ RL縄� 27-13 B区 深鉢 H群 区画沈線・ RL縄文

区画隆線 (稜線)・ LR縄文 区画沈線・ LR縄文

3 区画隆線 (稜線 )・ LR縄文 B区 区画沈線 。RL縄文

P41 区画沈線・ LR縄文 A区 区画沈線

C区 区画沈線・ LR縄文 D区 区画隆線・ LR縄文

C区 区画沈線・LR縄文

図46 SI-5竪穴住居跡出土土器 (3)
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図49 SI-5竪 穴住居跡出土石器
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SI-6竪穴住居跡

[遺構確認]FJ 5区 に位置し、 5層上面で検出された。炉の造り替えに伴って改築されてい

る。

[規模 。平面形] 長軸 4.90m、 短軸 4.60m、 楕円形を基調とする。

[埋土] 3層 に大別される。いずれも自然堆積である。

[壁]15～ 25 cm程度残存している。床面から急な角度で立ち上がっている。

[床面] 若干の凹凸はみられるが、床面レベルはほぼ一定である。

[柱穴] 住居跡内から20個のピットが検出された。いずれも掘り方のみで柱痕跡は認められ

なかった。炉の造り替えに合わせて主柱穴が 3本柱から4本柱へ変わっている可能性がある。
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[炉新段階-6b住居跡』

Pl・ P4・ P10・ P17は炉の長軸線上から対象となる位置にある。この 4個のピットを結んだ

線は長方形を呈し、規模もほぼ同様で配置に規則性がみられることから4本主柱の構造になる

とおもわれる。

『炉古段階-6a住居跡』

P3・ P18は炉の長軸線上から対象となる位置にあり、P8は長軸線上にある。この 3個のピッ

トを結んだ線は正三角形を呈し、規模も同様であることから主柱穴と考えられる。P7・ P■ は

補助的な柱としての機能が考えられ、炉の掘り込み部底面で検出されたピットも同様の可能性

がある。

[その他の施設]住 居跡をほぼ巡る周濤を検出している。検出された周濤の位置が西壁部分

では壁際から離れていることから、古い段階の6a住居跡に伴うものである可能性が高い。

巾 10～35cm、 深さ 5～ 10 cmと 一様ではなく、西壁側が巾も広く若干深めとなっている。

[埋設土器] 炉埋設土器東側に接するように横位の状態で埋設されていた。掘り方があり、

口縁部を欠いているが、口縁方向を西にして炉の長軸に直交する形で埋められている。上器内

の埋土には焼土・炭化物が混じり、炉埋設土器との間は焼土化していた。

炉

前述のとおり炉の造り替えが行なわれており、新・旧の 2時期がある。

『新炉-6b住居跡』

[位置・方位]住 居跡南部に位置しており、掘り込みの端は住居壁の一部になっている。旧

2～3mm大 の小石まじり
黒褐色 10 YR3/1が プロック状にまじる若干礫まじり、カーボ

にぶい黄4B色 10 YR4/3がプロック状にまじる

黒撒色10 YR2/2と にぶヤゝ黄絶 10 YR4/3

ト

1 2 3 4 5 6 7 8 9

形状 脩円形 円形 不整円形 長橋円形 円形 円形 楕円形 不整円形 橋円形 円形

深さ(cm) 46 5

No 11 17

燃 不整円形 精円形 円形 不整円形 円形 糟円形 円形 円形 円形 橋円形

深さ(cm) 5 11

SI-6 炉lMt上層注記表

=
層 土色 土性 備考

一

層 ■色 上性 備考

炉(新 )埋土 黒福色 10 YR3/2 炉掘り方 △ 黒褐色 10 YR2/3 焼土粒混若干

黒褐色 10 YR2/2 10 YR4/4混 あ 黒褐色 10 YR2/2 焼土・カーボン粒涵

黒褐色 10 YR2/2 カーボン粒混着干 △ 黒褐色 10 YR3/1

黒報確ユ10 YR2/3 10 YR4/4混 △ 黒褐色 10 YR2/2

炉 (古 )埋土 黒福色 10 YR2/2 焼■・カーボン粒混

埋設土器埋土 0 黒色10 YR2/1 カーボン粒混 砂礫土

ω 黒福色10 YR3/2 砂質シルト 炉 (古 )掘 リカ ① 黒褐色 10 YR2/2 10 YR4/4混

によい黄福色 10 YR4/3 砂礫土 ② 黒褐色 10 YR2/3 砂
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炉に対して主軸を東にずらして構築されている。炉の長軸方向はN21°
一Eである。

[規模・平面形] 最大長 220 cm、 最大幅 100 cmの長方形である。

[構造] 土器埋設石囲部、敷石石組部、掘り込み部からなる複式炉である。

〈土器埋設石囲部〉 長さ 45 cm、 幅 50 cmである。埋設土器が残存しているが、石組は一部

にしか残っていない。埋設土器は日縁部と底部を欠いており、底面には2cm大の小礫が敷き詰

められていた。土器内の埋上下部には若干の炭化物がみられた。

〈敷石石組部〉 長さ 60 cm、 幅 85 cmで ある。床面から敷石底面までの深さは約 20 cmで あ

る。底面の石の上に奥壁および側壁部の石がのっている。底面には 20 cm大 の扁平な石が敷か

れているが、奥壁や側壁部では 10～ 15 cm大の石が 2～ 3段に積まれている。火熱によって赤

変したものもみられる。敷石石組部と掘り込み部の境の部分には石が敷かれていない。

(掘 り込み部〉 長さ 100 cm、 幅 80 cmの 方形である。床面から掘り込み部までの深さは 20 cm

である。

F旧炉-6a住居跡』

[位置・方位] 新しい炉によって東側を壊されている。床面検出時に旧炉の敷石石組部の側

壁上部の石がのぞいていた。炉の長軸方向は N60°―Eである。

[規模・平面形]推 定 190 cm長、推定巾 90 cmの グルマ形を呈すると思われる。

[構造] 複式炉であり、土器埋設部の位置は新炉と同じと考えられる。

(敷石石組部〉 底面および側壁の石が残存している。奥壁に 25 cm大 の石が据えられている

が、他の部分には 10～15 cm大 の礫を用いている。掘り込み部との境の部分には石が敷かれて

いない。床面から敷石底部までの深さは約 35 cmで新炉よりも深くなっている。

〈掘り込み部〉 長さ 70 cm、 巾 90 cm程で方形を呈していたと思われる。深さは 15 cm程で

ある。底面からピット1個が検出されている。

出土遺物

「土器」 (図 52・ 53) 図521は炉の埋設土器の東側に接して横位の状態で埋設されていた土器

である。胴部が膨らみ口縁部は外湾している。平縁な口縁部には隆線が巡り、その下に隆線に

よる「C」 字状文が正対するように4単位描かれ縄文が充填されている。単位文様の間隔のあ

いた部分には長楕円状の隆線区画がはいり、縄文が充填されている。胴下半を巡る隆線がこの

部分のみ「 J」 字状に垂下している。隆線の下は地文となっている。 2は炉の埋設土器で、胴

下半部を欠いている。丸みをおびた胴部が上部でわずかにくびれ平縁な口縁部が外湾している。

沈隆線によって「 C」 字状が 5単位描かれ縄文が充填されている。単位文様の間隔が狭くなる

部分では、「C」 字文が連結して □ 状になっているcその下には沈隆線が巡り地文と区画し

ている。 3は炉 (古)の埋上のもので、口縁部が強く外湾している。縄文の押圧に文様が二段
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図54 S卜 6竪穴住居跡出土石器 (1)

6

0                         5cm

番号 遺ANe 層 器  形 分  類 特  徴 写真図版番号 番号 遺構No 層 器 形 分 類 特   徴 写真図版番号

床理設 深鉢 「C」 字状文 深鉢 II群 区画沈線 LR縄文
炉埋設 「C」 字状文 B区 区画沈線 LR縄文
百 (古 ) P2 I群 降帯 LR縄陳押圧 床 28-10

II群 区画降線 LR縄文 深鉢 II群 区画沈線

B区 区画降線 (稜線 ) 区薗沈線

A区 区画降帯 B区 区画沈線 28-13

区画沈線 RL縄文
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図 54,55 SI-6竪 穴仁居跡出上石器観察表

番号 地  区 層位 需  種 長 (mm) 幅 (mm) 厚 (mm) 重逮 (g) 石 材 写真図版番号 備  考

C区 2層 石鏃 II A類

床直 石鏃 IA類 39-

A区 1層 石匙 IA類 貢岩

床直 不定形石器 A類 0 65

2層 磨製石斧

図55 SI-6竪穴住居跡出土石器 (2)



図 55 SI-6竪穴住居跡出土石器観察表

番号 地  区 層位 器  種 長 (mm) 幅 (mm) 厚 (mm) 重量色) 石 材 使 用 痕
'真

図版番∵

凹石 凹―両面

S-2 1層 凹石 凹一両面

床直 磨石 磨―両面

つけられその下は無文となっている。 4～ 6は沈隆線によって縄文帯と無文帯を区画するもの

で、 4・ 5は口縁部、 6は胴部資料である。 7～ 9は胴部資料で、沈線によって区画している。

10は円盤状土製品で、胴部片を打ち欠いて成形している。■～13は沈線によって区画されるも

ので■・ 12は平縁な口縁部が外湾し、13は胴部資料である。

「石器」 (図 54・ 55) 石鏃 4点、石匙 1点、磨製石斧 1点、不定形石器 3点、礫石器 3点が出

土している。

石鏃 (図541～4):1・ 2は基部が凹基で直線的な側縁となっている。 3・ 4は基部が平基で

外湾する側縁となっている。

石匙 (図545):5は縦長の石匙で、二側縁構成の身部となる。

磨製石斧 (図551):基部を欠いているが最大巾が刃部にくるもので、横断面は上下がぶくらん

だ長方形を呈する。

不定形石器 (図546):6は側辺に両側からはいる二次加工によって刃部を作り出している。

礫石器 (図55-2～ 4):2・ 3は凹石で両面に凹部をもっている。 4は磨石で両面に磨面をも

っている。

SI-7竪穴住居跡

[遺構確認] FJ-1・ 2・ 3区に位置し、 5層上面で検出された。

[規模 。平面形]長 軸 5.00m、 短軸 5.00m、 隅丸の方形に近い円形を基調とする。

[埋土] 4層 に大別される。いずれも自然堆積である。

[壁] 15～25 cm程度残存している。床面から急な角度で立ち上がっている。

[床面] 若干の凹凸はみられるが、床面レベルはほぼ一定でわずかに南に向かつて傾斜して

いる。

S17 住居跡ビット集計表
No 1 2 4 5 6 7 8 9 10

形状 用形 楕円形 楕円形 円形 不整円形 橋円形 隅丸方形 楕円形 円形 円形

深さlonl 17 21 7

No 11

形状 円形 精円形 長惰円形 円形 不整円形 不整円形 不整円形 楕円形 橋円形 円形

深さlanl 7

No

形状 円形 円形 円形 楕円形 方形 不整円形 不整形

深さlanl 8 9
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SI-7 住居跡土層注記表
通騰 No 層 土 色 上  性 備  考 遺構 No 層 土  色 土 性 備 考

S17理と ユ 黒色 10 YR2/1 ンルト カーボン粒混若干 3 10YRVと ,10YR4/3 シル ト

黒褐色 10 YR3/1 黒褐色 10 YR2/2

2b 黒褐色 10 YR3/1 周溝 黒梱色 10 YR3/1 10 YR3/2混

図56 S卜 7竪穴住居跡
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SI-7 炉跡上層注記表

一

層 土色 土佳 備考

一

層 土色 土性 備考

炉埋土 黒色 10 YR2/1 ンルト 砂粒混 埋設土器理土 ① 黒褥色 10 YR2/2 砂粒混

黒褐色iO YR2/2 ② 黒褐色10 YR3/よ

黒褐色 10 YR3/1 カーボン粒多 ⑥ 蜀舒希□てヨ10 YR3/3 砂質ンルト

黒福色 10Y聰 /3 炉掘り方 △ 黒色 10Y鸞 /1 ンルト

黒褐色 10 YR3/1 カーボン粒着干混 あ 暗オリー/ht2 5Y3/3 砂質ンルト

黒褐色 10 YR2/2 △ 黒褐色 10 YR2/2 ンルト 礫まじり

黒褐色 10Y囀 /1 カーボン粒若千混 △ 黒褐色 10 YR2/3 10 YR2/2混

盗 黒褐色 10 YR2/2 礫まじり

[柱穴] 住居跡内から27個のピットが検出された。いずれも掘り方のみで柱痕跡は認められ

なかった。P4・ P8。 P14・ P20は炉の長軸線上から対象となる位置にあり、この 4個のピット

を結んだ線は長方形を呈し、規模も同様で配置に規則性がみられることから、 4本主柱とおも

われる。また P26は炉の長軸線上に位置し、これも主柱となる可能性がある。

P3・ P13・ P21は それぞれ主柱と考えられるピットと重複しており、その規模も同様であるこ

とから、これも主柱と考えれば改築が行なわれている可能性もある。

[その他の施設]北 東部を除き住居跡をほぼ巡る周濤を検出している。巾 10～ 15 cm、 深さ

10～15 cmと 一定しているが、西壁では巾 30～ 60 cm、 深さ30 cmと大きくなっている。

炉

[位置 。方位] 住居跡西部に位置しており、掘り込みの端は住居壁の一部になっている。

炉の長軸方向は N-60°一Eである。

[規模・平面形]最 大長 285 cm、 最大幅 115 cmの長方形である。

[構造] 土器埋設石囲部、敷石石組部、掘り込み部からなる複式炉である。

〈土器埋設石囲部〉 長さ 50 cm、 幅 65 cmである。埋設土器が残存し、ややくずれているが

石組が巡っている。埋設土器は口縁部を欠いており、埋土内に炭化物や焼土はみられなかった。

(敷石石組部〉 長さ 70 cm、 幅 110 cmである。床面から敷石底面までの深さは約 25 cmであ

る。底面には 20 cm大の石が敷かれ、その上に奥壁および側壁部の石がのっている。奥壁には

30～40 cm大の細長い石が 3段に積まれているが、側壁では 15～20 cm大の礫を 2～ 3段積ん

でいる。敷石石組部と掘り込み部の境の部分には石が敷かれていない。

(掘り込み部〉 長さ 175 cm、 幅 100 cmの方形である。床面から掘り込み部までの深さは 20

cmである。西側壁上部には石組部から続く石が据えられていた。東側壁部には 2個の石がのこ

り、本来は東側壁部にも石が据えられていたと思われる。

出土遺物

「土器」 (図58)1は炉の埋設土器で、日縁部を1/2程度欠いているがほぼ完形のものである。

胴中央部でわずかにくびれ上部は内湾しながら口縁部がわずかに外湾している。平縁な口縁部
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図 58 SI-7竪穴住居跡出土土器観察表
番号 地  区 層 器  形 分 類 特  徴 写真図版番号 番号 地  区 層 器  形 分 類 特  徴 写真図版番号

炉埋設 深鉢 II群 精日区画文 A区 深勢 H群 隆線 (穣線)区画・ RL縄文

沈隆線区画 C区 沈線区画

3 C区 沈隆線区画 炉 薦 沈隆線区画

沈線区画

図58 SI-7竪穴住居跡出土土器
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図59 SI-7竪穴住居跡出土石器 (1)
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図 59 SI-7竪 穴住居跡出土石器観察表

番号 地  区 層位 器  種 長 (mm) 幅 (mm) 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 写真図版番号 備  考

A区 ユ層 石鉄 A類 03 39-16

石鏃 B類 04

59-3 C区 2層 石鏃 B類 貢岩 39-18

1層 石競 B類 0 45 頁岩 39-19

S-3 石鏃 B類

59-6 C区 1層 石鏃 B類 39-21

C区 2層 石銭 B類 貢岩

1層 石鉄■A類

S-4 不定形石器 C類 39-26

図60 SI-7堅穴住呂跡出土石器 (2)



の下に沈線によって横位の楕円区画文が描かれ

縄文が充填されている。その下には縄文の充填

された波状文の間に縦位の楕円区画文が 4単位

描かれている。 2・ 3・ 7は沈隆線によって縄

文帯と無文帯が区画されるもので、4～ 6・ 9・

10は沈線によって区画されている。

「石器」 (図 59・ 60・ 61)石 鏃10点、尖頭器 1

点、石錐 1点、スクレイパー 2点、不定形石器

3点、石製品 1点、礫石器 1点が出上している。

石鏃 (図591～8):基部形態は 8が平基のほか

はすべて凹基で、 2・ 6・ 7は深い快りがはい

つている。側縁の形状は直線のものが多いが、

1・ 5。 8は外湾気味になっている。

0           5cm

―図61 SI-7竪穴住居跡出土石器 (3)

図 59、 60 SI-7竪 穴住居跡出土石器観察表

番号 地  区 層位 器  種 長(mm) 幅(mm) 厚 (mm) 重量後 ) 石 材 写真図版番号 備  考

1層 尖頭器 頁岩 39-23

床直 尖頭器

C区 1層 石錐 II類 (35)

D区 2層 不定形石器 C類 頁岩

2層 不定形石器C類 貢岩

60-2 ユ層 頁岩

2層 不定形石器A類 貢岩

2層 不定形石器A類 40-5



図 61 S17堅穴住居跡出土石器観察表
番号 地  区 層位

|

器  種 長 (mm) 幅(mm) 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕

市 2J凹石 凹一片面

ヨ滲内1石製品 珪化木

尖頭器 (図5910.11):小型のもので平坦な基部となっている。側縁の形状は外湾しており、

やや厚みがある。

石錐 (図5912):尖端部を欠いているが両面カロエのものである。

スクレイパー (図60-2.3):2は 両側縁加工によって尖端部が作り出されている。細身で小型

のものである。 3は片面にのみ二次力日工が施され刃部が作られている。

不定形石器 (図59-9・ 13・ 図601.4):いずれも素材の形態をあまり変えずに、側縁の一部に

二次加工を施して刃部を作り出している。

石製品 (図612):炉西側の周構内から出土している。珪化木を力日工せずにそのまま利用した石

柱状のもので端部は磨耗している。

礫石器 (図611):凹石で片面に浅い凹みがはいっている。

SI-8竪穴住居跡

[遺構確認]FM 2区 に位置し、5層上面で検出された。炉の造り替えが行なわれ、それに伴

って改築されている可能性もある。

[規模・平面形]長 軸 5.00m、 短軸 4.40m、 円形を基調とする。

[埋土] 3層 に大別される。いずれも自然堆積である。

[壁]15～ 25 cm程度残存している。床面から急な角度で立ち上がっている。

[床面] 撹乱によって床面がかなり影響を受けており、明確な床面は北側の一部にしか残っ

ていない。

[柱穴] 住居跡内から10個のピットが検出された。いずれも掘り方のみで柱痕跡は認められ

なかった。P卜 P4。 P6イま炉の長軸線上から対象となる位置にある。この 3個のピットを結んだ

線は方形を呈するようであり、4本主柱だった可能性がある。長軸線上にあるP2と P5は補助

的な柱としての機能が考えられる。

[その他の施設] 東・西壁の一部に周濤を検出している。巾 20～ 25 cm、 深さ10 cmと 一定

しているが、西壁部では巾 40 cmと広くなっている。

[埋設土器]炉 の長軸線上の床面北側に検出された。径 40 cm、 深さ 20 cm程の掘り方のな

かに深鉢型土器の胴部を埋設している。

炉

[位置・方位]住 居跡ほぼ中央に位置している。炉の長軸方向はN16°―Wである。炉跡の西
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側に古い炉跡と考えられる土坑があり、炉の造り替えが行なわれている可能性もある。

[規模・平面形]残 存長 120 cm、 残存幅 70 cmで長方形である。

[構造]上器埋設石囲部、敷石石組部、掘り込み部からなる複式炉であったとおもわれるが、

敷石石組部・掘り込み部ともにほとんど壊されており、明確ではない。

(上器埋設石囲部〉 長さ 45 cm、 巾 50 cm、 深さ20 cmの掘り方のみで埋設土器は残存してい

ない。埋土上面に小型鉢が出上している。

『炉 (古 )』 (第 2土元)

[位置 。方位] 住居跡西側に位置する。長軸方向は N-14°一Eである。

[規模 。平面形]残 存長 180 cm、 巾 100 cm、 深さは 10～30 cmを計る。

[構造] 複式炉であったとおもわれるがほとんど壊されており、炉石と考えられる石が残っ

ている程度であまり明確ではない。

出土遺物

「土器」 (図 64・図65) 区64-1は外湾する口縁部の破片資料で、全体の文様構成は不明である

が、沈線による「O」 字状文が描かれ縄文が充填されているようである。単位文様間の上部に

は沈線によって「Y」 字状の区画が描かれている。 2は炉 (古)と考えられる土坑の埋土中の

もので】同下部を欠いている。丸みをもった胴部が上部でくびれ、緩やかな波状を呈する口縁部

は外湾している。沈線による レ劃 字状文が 2単位描かれ縄文が充填されている。単位文様の

間には「①」状の沈線区画が描かれ縄文が充填されている。胴部には沈線が巡りその下は地文

となっている。 3は床面に埋設れさていた土器で胴下部を欠いている。口縁部は平縁でゆるく

外湾している。断面三角の稜線をもった隆線によって、分節波濤文が 4単位描かれている。縄

文帯は「雁股状分節波濤文」となっている。胴部には稜線をもった隆線が巡り、その下は地文

となっている。 8は炉 (新)の埋土中のもので、地文のみB群の小型の鉢である。

SI-8 住居跡ピット集計表
No 1 2 3 5 7 8 9

除 円形 橋円7// 隅丸方形 橋円形 不整形 不整形 円形 不整円形 円形 不整円形

深さ色耐 7
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図 64、 65 SI-8竪穴住居跡出土土器観察表

番号 地  区 層 器  形 分 類 特  徴 写真図版番号 番号 地  区 層 器  形 分 類 特   徴 写真図版番号

深鉢 II群 「SJ 字伏文 30-7 深鉢 II群 隆線 (稜線)区画・LR縄隊

「S」 字状文 B区 沈線区画

3 床埋設 分節波濤文 A区 沈繰区画・ LR縄文

沈線区画 P-23 隆線 (稜線)区画、RL縄文

C区 沈線区画 沈隆線区画・ LR縄文

B群 RL、 LR縄文 30-5 隆線 (稜線)区画・ RL縄文

H群 隆線 (稜線 )区画 P95 沈隆線区画・ RL縄文

炉(新 )内 小型鉢 B群 RL縄文 隆線 (稜線)区画 。RL縄文

鉢 I群 隆線 (稜線)区画・LR縄文 隆線 (稜線)区画・RL縄文

P-6 深鉢 沈隆線区画・ RL縄文 隆線 (稜線)区画・RL縄皮

図65 SI-8竪穴住居跡出土土器 (2)



◆

△

．　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

．　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一



1                5

七十一~――当二_____い
Cm

図67 S卜 8堅穴住居跡出土石器 (2)



図 66、 67 SI-8竪 穴住居跡出上石器観察表

番号 地  区 層位 器  種 長 (mm) 幅(mm) 厚 (mm) 重量 (g) 石 務 写真図版番号 備 考

1層 不定形石器 B類 HC類
A区 床首 不定形石器 A類

不定形石器A類 頁岩 40-8

B区 2層 スクレイパー 貢岩

66-5 B区 2層 スクレイ 頁岩 40-10

B区 2層 不定形石器 A頬

1層 石核

番号 地  区 層位 器  種 長(mm) 幅 (mm) 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 弄真図脱番抒

S-3 床直 磨石

C tt SK2 底面 磨石

S-7 1層 磨石

石ワ14 磨凹石

S■ 6 磨凹敲石

4～ 5は 口縁部資料で、6が内湾するほかは外湾している。4・ 5は沈線によって区画されて

いる。 6は B群の上器で口縁文と胴部で縄文の回転方向を変えている。 7は稜線をもった隆線

によって区画している。

図6510。 13・ 15・ 17は沈隆線区画によるもので、 9・ 11・ 14・ 16・ 18～20は隆線 (稜線)に

よって無文帯と縄文帯を区画している。 9は鉢の口縁部で「く」字状に強く内湾している。巾

広の無文帯と内面はよく磨かれている。14。 16は隆線 (稜線)に よってアルファベット文系の

区画が描かれ、17は沈隆線によって同様の区画がされている。18～20は縦位の隆線 (稜線)区

画の間に縄文が施文されており、無文帯はよく磨かれている。

「石器」 (図 66・67) スクレイパー 2点、不定形石器 4点、石核 1点、礫石器 5点が出土して

いる。

スクレイパー (図664.5):両側縁加工によって尖端部が作り出されている。 4は小型のもの

である。

不定形石器 (図661～3.6):片面の側縁の一部に二次加工が施され刃部が作られている。

石核 (図667):剣離作業面が表裏二面にみられるものである。

礫石器 (図67-1～ 5):1～ 3は磨石で、 1・ 2は両面及び側面に磨面を持っている。 3は両

面に磨面をもっている。 4は磨凹石で、一磨面と両面に凹部をもっている。 5は磨面敲石で磨

面と凹部が同じ面にある。長軸の一端に敲き痕跡がみられる。

②土坑群

調査区全域で100基あまり検出されているが、倒木等の影響によると考えられるものを除き、

遺構ととらえられた40基についてとりあげる。

形態については、円形・楕円形・不整の円形あるいは、それらを基調としたものが中心とな

っている。規模は、長軸が 100～ 150 cm、 短軸が 80～ 120 cmの範囲に入るものが多くなってい



る。埋上については、自然堆積のものが一般的であり、人為的に埋め戻されたような状況を呈

するものはみられない。

遺構の性格上、全体的に出土遺物は多くないが、時期については縄文時代のものと考える。

この内特徴的な 2基の上坑以外は表記載とする。

(SK66〉 FV 9区で検出された (図 69)。 長軸130× 短軸 120 cmの不整の方形を呈する。深さ

は 10～15 cm程で、底面はほぼ平坦である。東半部に、15～30 cm大の礫13個が重なるように

出上し、周辺に焼土や炭化物が拡がっていた。土坑底面には火熱をうけた跡はみられないが、

礫は火熱を受けて変色している。検出状況からみて、土坑内で直接火が焚かれたのではなく、

二次的に投げ込まれたものと考えられる。出土遺物はなかった。

(SK73〉 FJ 4区、S17竪穴住居跡の東で検出された (図 70)。 長軸130X短軸 120 cmの隅丸

の方形を呈する。深さは20 cm程で、底面はほぼ平坦である。出土遺物としては、土器 (図 72

-12～ 17)、 石器 (図73-4・ 6)がある。この他に図示することはできなかったが、火熱を受け

て劣化した剣片 (買岩)がまとまって出上しているが接合はしなかった。

上坑群出土遺物

「土器」(図72)1は 隆帯の貼りつけによって】巴圧させた口唇部に弧状の押圧縄文がつけられ、

その下に縦位の押圧縄文が巡り体部には弧状の押圧縄文が施文されている。 2は小突起状の波

状口縁で、隆線に沿って縄文が押圧されている。4は ボタン状の貼りつけ文から隆帯が垂下し、

これに沈線が沿っている。 5～ 7は同一固体の資料である。縦位に縄文の押圧された弧状の隆

線文と隆線の両側に沿って縄文が押圧され、地文には縄文が施文されている。 8～ 13・ 15・ 16

は沈線によって縄文帯と無文帯を区画している。13は口縁部資料で巾の広い沈線によって区画

されている。14。 17は隆線 (稜線)に よって区画され、波状口縁が内湾気味に立ち上がってい

る。

「石器」 石鏃 4点、石匙 1点、不定形石器 4点、石核 1点、石製品 1点、礫石器 1点が出土

している。

石鏃 (図73-1・ 2):1・ 2は基部の形態が凹基となるもので、深い挟りがはいっている。

尖頭器 (図733)i3は小型のものであるが二次加工がほぼ表裏全面に及び、槍形をした尖頭部

をもつ有茎のものである。

石匙 (図735):三縁辺構成の横型の石匙で大きさに比べて挟りがあさく小さなつまみ部となっ

ている。

不定形石器 (図736,7・図74-1.2): 6は 両側縁に両面加工によって刃部を作 り出している。

7は素材の形態を変えずに一側縁に二次加工を施して刃部を作り出している。

石核 (図738):剣離作業面が表裏二面にみられるものである。



石製品 (図752):珪化木をカロエせずにそのままもちいた石柱状のものである。
礫石器 (図741～3.図751):図 741は凹石で両面に深い凹部がある。 2は磨石で三角形状の
石の底面と一側面に磨面がある。 3は磨敲石で両面と一側面に磨面があり、長軸の一端に敲き

痕跡がみられる。図751は磨石で両面と一側面に磨面がある。

③溝跡

調査区東南部、FN 15～FX ll区 にかけて検出された。巾40～ 180cm、 深さ5～20cmを計る。

底面のレベルは南に向かって緩やかに傾斜している。埋土は黒色10YR2/1砂質シルトの単層で

ある。出土遺物としては、縄文土器片がある。

土坑土層注記表

図鰤 α 土坑誦 層 土  色 土 性 備   考 図触 上坑血 層 土  色 上 性 備  考

燿頸68 SK8 黒褐色 10 YR2/3 砂質シルト 鹿コ69 黒色10 YR2/1 底面は砂層面となる

黒褐色10 YR2/2 SK66 絶 10 YR2/1 カーボン・焼土粒混じる

SKH 黒褐色 10 YR2/2 図 70 SK67 黒色 10 YR2/1

暗褐色 10 YR3/3 SK68 黒帯艶堂10 YR2/2 10 YR2/1が鴻じる

3 黒褐色 10 YR3/2 黒褐色 10 YR2/2 10 YR4/4が若干混じる

SK12 黒褐色 10 YR2/2 SK72 黒褐色10 YR2/2

累色10 YR2/1 SK76 黒色 10 YR2/1

黒褐色 10 YR3/1 瞳 10 YR3/3 iO YR″とが者干混じる

8 黒褐色 iO YR2/3 S【 74 黒褐色 10 YR2/2 10 YR4/4が混じる

SK16
10Y貶 /1に おい黄褐
色 10 YR4/3 SK75 黒褐色 10 YR2/2 10 YR4/4カ鵡じる

黒色10 YR2/1 SK73 黒色 10 YR2/1 10 YR4/3が混じる

黒褐色 10 YR2/2 黒褐色 10 YR2/2

黒色10 YR2/1 SK79 黒褐色 10 YR3/1

によい責褐色10 YR4/9 SK80 黒褐色 10 YR2/2

SK26 黒褐色 10 YR3/2 砂質シル ト 黒褐色10 YR3/1 10 YR4/3砂 が鴻じる

SK38 黒褐色10 YR3/1 SK82 黒褐色 10 YR2/2

によい責褐色iO YR4/3 砂 10 YR3/1が混じる 図 71 SKB4

図 69 SK42 黒絶 10 YR3/1 砂質シル ト 10 YR4/3が 若千混じる

SK43 黒褐色 10 YR3/1

SK53 黒褐色 25Y3/2 SK88 黒褐色10 YR3/1

によい費褐色 10 YR4/3 黒褥色 10 YR2/2

SK65 黒色10 YR2/1 カーボン粒若干混じる SK85 黒色10 YR2/1

SK56 黒色 10 YR2/1 10 YR4/3わ i着千混じる 磐オリー

'縄
2 5VV絶 砂

SK60 黒褐色 10 YR3/1 SK86 黒褐色 10 YR2/2

SK61 黒褐色 10 YR3/1 掲色10 YR4/4 砂質シル ト

によい貢褐色 10 YR4/3 SK94 黒褐色10 YR,/2 ―ボン粒が若千混じる

SK62 黒褐色 10 YR3/1 10 YR4/3が混じる 黒褐色 10 YR3/2 ―ボン粒が若干混じる

SK63 黒色 10 YR2/1

SK64 黒色 10 YR2/】 カーボン粒若flEじ る

黒福色 10 YR3/1 10 YR4/3・ カーボン粒混じる
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土坑観察表

図版Na 上坑詭 地  区 平面形 規 模 (cm) 壁高 (cm) 図版No 土坑No 地  区 平面形 規 模 (cln) 壁高 (cm)

図 68 SK8 FEl-12 円形 100× 90 図 69 SK65 FU 9 不整形 ? 222× 76

SKll FE-11 楕円形 127× 89 SK66 FV-9 不整方形 130× 120

SK12 FF-11 不整円形 72×  59 7 図 70 SK67 不整形 100× 65

SK13 FF-12・ 13 不整形 134X103 SK68 方形 100× 80

SK16 FH-13 不整方形 114× 60 SK69 FK-6 円形 73×  70 27

SK17 F112 円形 118X101 SK72 FL-6 不整形 137X101

SK24 FF-4 不整形 140×  67 SK73 FJ 4 隅丸方形 130X120

SK26 FK 9 不整円形 114×  92 SK74 不整形 105×

SK38 Fヽ1-16 不整方形 223× 142 SK75 楕円形 100× 52

図 69 SK42 FP-13 不整円形 112X106 SK76 FL-4・ 5 円形 69×  66

SK43 FP-14 不整方形 74× 51 13 SK77 FI-3 不整円形 83×  80

SK53 FN-6 不整形 142× 112 SK78 FK 4 78× 60

SK54 FO-9 不整円形 122× 98 SK79 FL・ K-4 不整形 170× 110

SK55 FH 4 楕円形 84X 68 SK80 FN-5 不整方形 135X130

SK56 FN-8 不整形 92×  76 SK82 FヽI-3・ 4 方形 143X129

SK60 FV-1ユ 方形 76×  65 図 71 SK84 FQ-5 不整円形 ? 168×  63

SK61 FT-11 不整方形 144X132 SK85
「

r-12・ 13 精円形 110×  81

SK62 81×  56 11 SK86 FU 13 円形 108× 102

SK63 不整形 72X SK88 FP-14 不整方形

SK64 FN-10 85× 81 SK94 F」-13 楕円形 122X 87
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図 72土坑出土土器観察表
番号 地  区 層 器  形 分  類 特  徴 写真図版番号 番号 地  区 層 器  形 分 類 特  徴 写真図版番号

深鉢 I群 孤状の押圧縄文 深鉢 H群 沈線区画

隆線に沿って押圧縄皮 32-2 沈線区画・ RL縄文

SK40 B群 LR縄文 SK73 沈線区画・ RL縄文

SK52 I群 SK84 沈線区画

SK55 aKdの隆線に沿って押圧縄文 隆線 (稜線区画)LR縄文 32-13

6 SK55 隆線上に縦位の押圧縄文 SK78 沈線区画、RL縄文

SK50 弧状の隆線に沿って押圧縄峡 SK73 沈線区画、RL縄文 32-16

SK57 II群 沈線区画 P■ 隆線 (稜線区画)

沈線区画 32-9

図72 土坑出土土器
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図 73 上坑出土石器 (1)
番号 地  区 層位 器  種 長 (mm) 幅(mm) 厚 (mm) 重量 ljI) 石 材 写真図版番号 備  考

SK63 石鏃 IA類 貢岩

78-2 SK53 石鏃 I類

SK41 I層 尖頭器 (35) 買岩

SK73 1層 石鉄Ⅳ類 43-4 末製品

73-5 SK14 石匙 IB類
不定形石器 IA類

SK25 不定形石器 IB類 76 37 頁岩 43-8
SK37 1層 磁 43-9

図74 土坑出土石器 (2)



10cm

図 74、 75 土坑出上石器 (2)観察表
番号 地  区 層位 器  種 長 (mm) 幅 (HIm) 厚 (mm) 重量 俊) 石 材 写真図版番号 備  考

1層 不定形石器 IA類

SK27 不定形石器 IA類 42-10

番号 地  区 層色 器  種 長 (mm) 幅 (mm) 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕
SK37 四石 凹―両面

磨石 磨―片面・片側面

磨石 磨一両面・片側面

SK58 磨 石 磨一面画・片側面

SK43 1層 石製品 瑳化木

図75 土坑出土石器 (3)



④遺物包含層出土遺物

調査区ほぼ中央部に遺物包含層が検出されている。この包含層は北から南に向かって走る浅

い沢状の地形を呈する部分に形成されており、本来は南側の調査区域外にまで延びていたと思

われるが、近年の開田によって失われていた。

包含層は 2層 に分かれるが、多くの遺物は各層中から不規則に出上している。

遺物は、縄文時代中期前葉と末葉のものが出上している。各時期の遺物は、層位ごとに明確

89年調査40ト レンチ東壁

2500n引

2480m引

24∽n→ 5三イン 4ラ  ン      ト_

0                2m

図76 遺物包含層 89年調査40ト レンチ東壁
90年調査 FNラ イン北壁

層 土   色 土 性 備    考
1 暗輩誕生10 YR3/3 シルト 現在の畑耕作土
10 YR3/3・ 10YR2/2プロック層

黒褐色 10 YR2/2

黒色10 YR17/1 遺物包合層

3 黒褐色 10 YR3/2 2c層がプロック状に混じる。遺物包含層
暗福色 10 YR3/4

によい責褐色 10 YR4/3



に分離して出土する状況はみられず混在するという状況であった。確認調査時の40ト レンチが

ちょうど包含層を縦断する形で入っていたため、遺物のほとんどは一括して取り上げられてお

り、これらの遺物については整理時にグリット単位の出土遺物に分離することができなかった。

『土器』 (図77～ 80)

図77・ 78は89年調査の40ト レンチ出土遺物で、図79・ 80は90年調査のものである。

図771・ 2・ 3は大波状口縁の頂部で 1・ 2は肥厚した口縁部に細い粘土紐による波形の隆線

文がつけられている。 3は口唇部に刻み目が入り、押圧の力日えられた隆帯が巡る。 4は小波状

を呈する口縁の頂部の両側に円文がつけられ、そこから垂下する「Y」 字状の隆帯に沿って交

互刺突がされている。 5は大波状口縁の頂部で、口唇部に糸電文を押圧するもので、その下に両

側面を押圧された隆帯が巡っている。 6は折り返し口縁に波状沈線が巡る。 7は大波状口縁の

頂部で 5と 同一団体の可能性がある。 9は小突起状の波状口縁の頂部両面に円文がつき、その

下には二段の押し引き文が巡っている。地文は撚り糸文である。10は平口縁に小突起がつけら

れ、その頂部から隆線が垂下し、連弧状の沈線が巡っている。11は 口縁部に縄文が押圧され、

押圧の加えられた隆帯が垂下している。12は肥厚させた口縁部に押し引きが巡る。13は 口唇部

に縦位の単沈線がいれられている。14～ 16は B群の上器で、いずれも折り返し口縁で全面に縄

文が施文されている。17は肥厚させた口縁部が並行沈線によって区画され、撚り糸が施文され

ている。

図781は大波状口縁の一部で、押圧の加えられた隆帯がつけられている。 2は側面に交互刺

突のはいった隆帯が垂下し、沈線区画されている。 3は押圧の加えられた隆帯が垂下し、 4。

5は縄文の施文された隆帯が垂下している。 6は大波状口縁で沈線による楕円区画と隆線がつ

けられている。 7は鉢の口縁部で「く」の字状につよく外湾し、沈線と隆線によって玉抱き三

又状に区画されている。 8は大波状口縁部である。10・ 11は頸部に橋状把手がつき、その下に

は沈線と隆線によって区画されている。12・ 13は並行沈線によって区画され、12では区画内に

「Y」 字状の沈線が垂下している。14は浅鉢の口縁部で、内湾気味に立ち上がる口縁には刻目

状の小突起がつけられ、縄文が押圧され巡っいる。

図791～ 8は口縁部に横位の押圧縄文・沈線・隆線によって施文されるものである。 1は強く

外湾する口縁部に押圧縄文が三条巡り、その下は縄文が施文されている。 2は平口縁に押圧縄

文と隆線が巡る。 3は波状口縁で、口縁に沿って押し引き文がはいりその下は沈線区画されて

いる。 4は綾くり文が施文されている。 7は沈線間に縦位の押圧縄文と単沈線が入れられてい

る。9～ 18は沈線・交互刺突・縄文の施文された隆帯によって施文されるものである。12は強く

外湾する日縁部に並行沈線と交互刺突が巡り、その下は沈線区画されている。15は並行沈線と

波状沈線による弧状の区画がつけられるもので地文は無文である。



図801～ 20は沈線または沈隆線 (稜線)に よって縄文帯と無文帯が区画される土器群である。

1・ 2は口縁部資料で、 1は波状口縁が内湾気味に立ち上がり、口縁に沿った沈線区画がはい

る。 3～ 9・ 11は沈線によって区画している。12～20は沈隆線 (稜線)に よって区画している。

21は浅鉢の口縁部で、小突起状の回縁部の裏には右下がりの切 り込みがはいり、体部には浮彫

的な雲形文が施文される。晩期の上器は今回これ 1点だけが出土している。

『石器』(図81～86)石鏃 9点、石錐 6点、箆状石器 4点、石匙 2点、スクレイパー 1点、不

定形石器 4点、礫石器13点が出上している。

石鏃 (図811。 図82-1～ 8):図 81-1は細身で大型のものである。基部を破損している凹基で、

直線的な側縁となっている。図821・ 4・ 7・ 8はいずれも凹基で直線的な側縁となっている。

5は基部が丸凸基で外湾する側縁のもので、二次加工は側縁部に施されている。

石錐 (図814.5.6・ 図829～ 11):図 81-4。 図829は両面加工が施された棒状のものである。

図815・ 6は片面に部分的な二次力日工が施されたつまみ部と尖端部からなるものである。図82-

10・ ■は両面に二次加工が施されたつまみ部と尖端部からなるものである。

箆状石器 (図813.4・ 図836.7):図 81-3・ 図836はバチ形の整った形態のもので、両面の側

縁を中心に二次加工が施されている。 4は不定形の形態のもので、片面に素材面を残すのが反

対面では全面に剣離が及び、側縁の二次加工によって刃部を作り出している。図837は小型の

短冊形の形態のもので、表裏全面に加工がおよんでいる。

石匙 (図831.2):と もに巾の広い縦型のものである。 1は横長の剣片をもちいており、二縁

辺構成の身部は片面の縁辺を主とした二次加工によって作り出されている。 2は粗雑な二次加

工によって作られた刃部をもつものである。

スクレイパー (図833):細身のもので側縁の二次カロエによって刃部を作り出している。

不定形石器 (図817・ 図834.5・ 図841):図817は側縁の一部に二次加工を施して刃部を作

り出している。図834。 5。 図841は素材の形態をあまり変えずに部分的な二次力日工を施して

刃部を作り出している。

礫石器 (図 84・ 図85。 図86):図 841は 凹石で、両面に深い凹部が縦方向に連続している。 2・

3は磨石で、2は片面に 3は片面及び一側面に磨面がある。図851～ 3は凹石で、1は両面に浅

い凹部があり2・ 3は片面に凹部がある。 4は磨凹石で、磨面と凹部は反対面にある。 5は磨

石で片面に磨面がある。図861～ 5は凹石で、 1・ 4は片面に凹部がある。 2・ 3・ 5は両面に

凹部がある。
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図 77 包含層出土上器 (89年/40ト レンテ)観察表
番号 地  区 層 器 形 分 類 特  徴 写真図版番号 番号 地  区 層 器 形 分 類 特  徴 写真図版番号

I群 大波状口縁・粘上紐賠付 深鉢 I群 33-10

〃群 RL縄文押圧・隆帯に押圧

口縁に円文賠付、「YJ字状隆帯 浅鉢 I群 回線部に縦位の単沈線

大波状口縁・口唇に縄文押圧 深鉢 B群 折り返 し口緑・ LR縄支

折 り返 し口縁・渡状沈線 33-6 折り返し口緑・綾くり文 33

大波状口縁 折り返 し口緑 。LR縄文

RLね亀文 I群 沈隆線 。2撚 り糸 33-17

鉢
波状口縁に円文贈付

を撚 り糸・押し引き文
33-9

図77 包含層出土土器 (1)89年 40ト レンチ
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図 78 包含層出土上器  (89年 40ト レンチ)観察表

8

番号 地  区 層 器  形 分  類 特   徴 写真図版番号 番号 地  区 層 器 形 分  類 特  徴 写真図版番号

深鉢 I群 大波状口緑・ 隆帯に押圧 深鉢 大波状口縁 35-3

交互刺突沈線区画 隆脅に交互剤突

陸帯に押圧 I群 構 伏把手

隆帝に縄皮

隆帝に縄文 E区 並行沈線による区画

大波状口縁・沈隆線区画 並行沈線「Y」 字状沈線区画 35-8

鉢 沈隆線による玉抱 き三又文 D区 浅鉢 平口縁・小突起・縄文押圧

図78 包含層出土土器 (2)89年 40ト レンチ
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図 79 包含層出土土器 (3)
番号 地  区 層 器  形 分 類 特  徴 写真図版番号 番号 遺構血 層 器  形 分 類 特  徴 写真図版番号

鉢 I群 平口縁・駅 L縄文押圧 Fh1 9 深鉢 I群 沈線区画・孤状沈線

FO-9 深鉢 平口縁・ RL縄文押圧 弧状隆帯賠付 36-9

F【 -5 渡状口縁・押し引き文 Fr-9 鉢 並行沈線・交互刺突

2b 深鉢 沈線区画・隆線・ RL縄文

rr-11 鉢 平口縁・ RL縄文押圧 並行沈線・RL縄文押圧

深鉢 平口縁・沈線 EA状並行沈練

平口縁・R押圧・並行沈線 Fht-5 沈線区画・LR縄文

平コ縁・隆帝貼付 沈線

沈線 XIR-9

図79 包含層出土土器 (3)
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図 80 包含層出土上器 (4)

番号 地  区 層 器 形 分 類 特  徴 写真図版番号 番号 地  区 層 器 形 分  類 特  徴 写真図版番号

FK-4 a・ II群 波状口縁・沈線区画・ RL縄文 深鉢 II群 ふ標採
'L回
・七K縄ス・

深鉢 平口縁・ 沈線区画・ RL縄文 3 隆線 (稜線)区画・RL縄文

FJ-2 沈線区画・ LR縄文 37-3 FQ-4 沈隆練区画

沈線区画・ LR縄文 沈隆線 (稜線)区画 37-13

FK-5 沈線区画・ LR縄文 FJ-5 沈隆線 (稜線)区画・RL縄文

FJ-4 沈線区画・ LR羅文 沈隆線 (稜線)区画・RL縄文

FL-5 沈線区画・ LR縄謀 FQ-4 隆線 (稜線)区画・ LR縄文

沈線区画・ Rを 縄隊 隆線 (稜線)区画

FJ-4 沈線区画・ RL縄文 FttD-2 陛線区画

隆線 (稜線)区画・ LR縄文 浅鉢 浮彫的な雲形文

沈線区画・ RL終政

図80 包含層出土土器 (4)
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図 82 包含層出上石器観察表
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番号 地  区 層位 器  種 長 (mm) 幅 (mm) 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 写真図版番号 備  考

3層 石鏃 B類 (28) 43-4

2層 石鏃 A類

Fヽ1-7 2層 石鏃 B類

FN-9 1層 石鏃 B類

石鏃Ⅳ類

3層 石鏃 A類 ? 頁岩 43-9

3層 石鏃 IB類

FI-2 3層 石鏃 IB類

FO-10 3層 石錐 H類

82-10 FO-9 2層 石錐工類

FE ・ F-5 1層 石錐 II類

図82 包含層出土石器 (2)
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図 83、 84 包含層出上石器観察表

o                    5cm

番号 地  区 層位 器  種 長 (mm) 幅 (mm) 厚 (mm) 重量 (g) 石  羽 写真図版番号 備  考

FO-8 3層 石匙 IA類 頁岩

FL-11 1層 石匙 IB類

FO-5 2層 スクレイパー 買岩

FN-9 1層 不定形石器 IB類 43

FV-12,13 1層 不定形石器 IA類
2層 石箆 頁岩

FL-7 2層 石覚 貢岩

FP-11 3層 不定形石器 IA類 43-22

性十一~……茸
Cm

(4)図84 包含層出土石器
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図 84、 85 包含層出上石器観察表

図85 包含層出土石器 (5)
礫石器 (2)

番号 地  区 層位 器  種 長 (mm) 幅(mm) 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 猿
FEF - 5 1層 凹石 凹一面面

84-2 FO-12・ 13 1層 磨石 磨―片面

磨石 磨―片面、片側面 44-9
40ト レンチE区 2層 凹石 ロー両面 44-10

凹石 (19) 凹―片面

85-3 51ト レンチ 凹 石 01 凹―片面

40ト レンチB区 磨凹石 暦凹―片面(反対面) 44-13
85-5 40ト レンチE区 磨石 磨一片面



図86 包含層出土石器観察表

図86 包合層出土石器 (6)
礫石器 (3)



6.縄文時代の遺構 と遺物
『上器』

出土した上器はそれぞれの特徴から次の 3群に分類した。時期区分の可能なもの(A群 )、 地

文のみのもの (B群 )、 磨滅等により不明のもの (C群)。 さらにA群の上器については、 I。

H群に大別された。 I群としたものは遺物包含層から主体的に出土しているもので、その文様

の特徴から大木 7a・b式期に比定される土器群である。H群としたものは、堅穴住居跡や上坑

から主体的に出上しているものである。それらのうち復元資料を中心に分類し検討してみる。

H群とした土器群は、文様構成の点から次のように分けられる。

第 1類 楕円文のもの (図581)

第 7住炉埋設土器がこれにあたる。器形は平口縁で、底部が小さく胴上部でぶくらんだ口縁

部は内湾している。沈線によって口縁部に横位の楕円文が施文され、胴部に大波状沈線が巡り

その間に縦位の楕円文が 4単位描かれる。

第 2類  「 J」 字状文のもの (図408・ 図442)

第 4住炉埋設土器・第 5住出土浅鉢土器がこれにあたる。 1は波状口縁で底部を欠いている

が、器形は胴部が直線的に立ち上がり、口縁部が強く外湾している。口縁部に沿って、沈線に

よる「 J」 字状の無文帯が 4単位に描かれている。 2は台付きの浅鉢形土器で吊り手状の把手

が 4単位についている。器形は胴上部が「く」字状にくびれ平縁な口縁部が鍔状に張り出して

いる。把手から続く隆線によって胴部に「 J」 字状の無文帯が 4単位描かれている。

第 3類  「C」 字状文のもの (図251・ 図521・ 図522)

(1)第 1住炉埋設土器 (図251)。 磁)第 6住炉埋設土器 (図521)及び(3)床埋設土器 (図522)が

これにあたる。(1)は平口縁で、器形は丸く膨らんだ胴部が上部でくびれ、口縁部は外湾してい

る。沈線によって「C」 字状文が 3単位描かれ、縄文が充填されている。鬱)は平口縁で、器形

は口縁部が緩やかに外湾し、胴部はやや膨らんでいる。隆 (稜)線によって「 C」 字状文が 4

単位描かれ、縄文が充填されている。胴部中央に隆 (稜)線による区画線がめぐり、その下は

地文となっている。(3)は平口縁で、器形は口縁部がゆるく外湾し、胴中央部が膨らんでいる。

隆 (稜)線によって「C」 字状文が 4単位描かれ、縄文が充填されている。口縁部と胴中央部

図81 包含層出土石器 (40ト レンチ他)観察表
番号 地  区 層位 器  種 長 (�m) 幅 (mm) 厚 (mm) 重量 (g) 石  蒻 写真図版番号 備  考

49ト レンチ 2層 石鏃 】B類 頁岩

55ト レンチ 石箆

石隻

ねトレンチF区 石錐 II頬 貢岩

0ト レンチE区 2層 石錐■類

ねトレカ B区 2層 石錐H類

16ト レンチ 2層 不定形石器 A類 貢岩



に、隆 (稜)線による区画線が巡り、「 C」 字状文の下は地文となっている。

第 4類「O」 字状文のもの (図64-1.2)

第 8住出土土器 (1.2)力 こゞれにあたる。 2は緩やかな波状口縁で、器形は丸 く膨らんだ

胴部が上部でくびれ、日縁部は外湾している。沈線によって「O」 字状文が 2単位描かれ、縄

文が充填されている。胴中央部に沈線による波形の区画線がめぐり、その下は地文となってい

る。 1は平口縁で、口縁部は外湾している。沈隆線によって「⊆」字状文が描かれ、縄文が充

填されている。

第 5類 分節波濤文のもの (図361.図643)

第 3住炉埋設土器(1)・ 第 8住床埋設土器(2)が これにあたる。 1は胴部資料で、胴中央部が膨

らんでおり、沈線によって分節波濤文が 4単位描かれている。 2は胴部資料で、わずかに膨ら

み、隆 (稜)線によって分節波濤文が 4単位描かれている。縄文の充填された区画は雁股状分

節波濤文となっている。その下を巡る区画線の下は地文となっている。

今回出上した第H群土器は、仙台市内では山田上ノ台遺跡・観音堂遺跡・北前遺跡、宮城県

内では蔵王町二屋敷遺跡・七ケ宿町大梁川遺跡・小梁川東遺跡・利府町郷楽遺跡などの遺跡に

出土例がみられ、大木10式期に属するものである。大木10式については、その設定以来細分が

考えられてきており、第 I段階から第Ⅳ段階までの変遷が考えられている(丹羽 :1981.1982)。

近年では、大梁川遺跡の発掘調査による新しい資料によって再度編年が検討され、 3段階にわ

たる変遷が呈示されている (相原・力日藤 :1988)。

今回の出土資料をこれと比較すると、第 1類～第 3類のものは、楕円文。「 J」 字状文。「 C」

字状文などの特徴から、大木10式前半期、第 I段階に位置付けられる。第 4・ 5類のものは、

「O」 字状文と分節波濤文を特徴としており、大木10式前半の新しい時期、第H段階に位置付

けられる。

F石器・石製品習

今回の調査で出上した石器・石製品には、石鏃・石匙・石錐 。尖頭器・箆状石器・スクレイ

パー・不定形石器 。石核・磨製石斧・石柱状石製品・礫石器等がある。

石器の分類と特徴

[石 鏃] 石鏃は、41点出上している。基部形態と側辺の形態によって分類した。基部形

態については、凹基 (I類 )、 平基 (H類 )、 有茎石鏃 (IH類 )、 丸凸基 (IV類)がある。側辺の

形状には外湾 (A類 )、 直線 (B類)がある。

[尖頭器] 左右対称の側縁をもち鋭角な尖頭部を作り出しているもので、 4点出上してい

る。石鏃と同様基部に挟りの入っているものと、平坦なものがあるが大型のものはない。

[石 錐]基 部と錐状の先端部をもつもので、 9点出上している。基部と先端部の区別が



明確でなく棒状を呈するもの (I類 )、 明確なもの (H類 )、 区別が不明確なもの (Ⅲ類)があ

る。

[箆状石器] 平面形が撥形あるいは短冊形で側縁の二次加工により刃部を作り出している

もので、 4点出上している。

[石 匙] 両側縁から入れられた扶りによって作り出されたつまみ部と広い刃部からなる

もので、 9点出土している。縦長のもの (I類 )、 横長のもの (II類 )がある。 I類の身部の形

状には、二縁辺構成 (A類)と 三縁辺構成 (B類)と がある。

[磨製石斧] 磨製石斧は、竪穴住居跡から 2点出上している。

[石 核] 石核は、 2点出土している。

[ス クレイパー]剣 離が全面に入れられ連続した二次加工による刃部をもつ石器で、形態

的には長楕円形あるいは砲弾形を呈している。 5点出上している。

[不定形石器] 素材の形態をあまり変化させず、部分的な二次加工によって必要な刃部を

作り出しているもので、 3種類に大別される。

A類 :主 として縁辺部に入れられた二次カロエによる刃部を有するもの。

B類 :二次カロエによる刃部を有し、尖端部が作り出されるもの。

C類 :顕著な二次加工のないもの。

[石製品] 珪化木を加工せずそのまま使用した石柱状のものが 2点出上している。

[礫石器類] これらの石器は、礫の表面にみられる磨面 。凹部・敲打痕などの使用痕跡に

よって分類されるもので39点出上している。それぞれの痕跡が単独でみられるものもあるが、

複数の痕跡がみられるものが多い。使用痕跡の組合せによって、磨石、凹石、磨凹石、敲石、

磨凹敲石に分類することができる。

『竪穴式住居跡と炉跡』

今回の調査では竪穴式住居跡が 8軒が検出された。これらの住居跡は炉埋設土器などから、

大木10式期前半のものと考えられる。この時期の竪穴住居跡については、これまでの調査例か

ら柱穴の配置、炉跡の形態および構造に強い類似性があることが指摘されている。そこで今回

の 8軒の住居跡について項目ごとにまとめ検討してみたい。

「平面形。規模」 平面形には円形基調のもの (第 1～ 3・ 6・ 8号住居跡)、 隅丸方形状のも

の (第 4・ 5・ 7号住居跡)がある。規模について床面積をみると、 9～13m2(第 1～ 5号住

居跡)、 17～20m2(第 6～ 8号住居跡)と いう結果になり、平面形に関係なくそれぞれに大小の

違いがみられるようである。

「柱穴」 すべての住居跡から検出されており、柱穴の配置については炉の位置がつよく関係

し、つぎの 3通 りの形態が考えられる。



a:主柱 3本十補助柱 (第 2・ 4・ 5・ 6(古)号住居跡)

炉の長軸線上に 1本、長軸線上からほぼ対象となる炉埋設土器の両側に 2本位置し、この 3

本を結ぶ線は三角形を呈する。補助柱の位置についても規則性がみられ、長軸線上の炉の掘り

込み部端に 1本、長軸線上にある柱穴から対称となる位置に 2本配置される。

b:主柱 4本 (第 1・ 6(新 )。 7・ 8号住居跡)

炉の長軸線上からほぼ対称となる位置に配置され、 4本を結ぶ線は長方形を呈する。そのう

ちの 2本は炉埋設土器の両側に位置する。

C:主柱 2本十補助柱 (第 3号住居跡)

主柱 2本は炉の長軸線上からほぼ対称となる土器埋設石田部と敷石石囲部の境目の両側に配

置される。補助柱は主柱の延長線上で炉の長軸線上から対称となる位置にそれぞれ 2本配置さ

れる。

「周濤」

第 1・ 2号住居跡を除いて検出されているが、全周するものはない。

a:炉の掘り込み部と壁沿いの位置部を除き巡るもの (第 5・ 6・ 7号住居跡)

b:壁沿いの位置部にみられるもの (第 3・ 4・ 8号住居跡)

8号住居跡については床面の撹乱がいちじるしくこれが本来の在り方がどうかは明らかでは

ない。

沼遺跡竪穴住居跡観察表

平面形 月  濤 柱穴主柱構造 炉主軸方位 炉 構 造

床に占E

る割合
炉面潜

炉埋設土器 備   考

1住 糖円形 無

4本柱
(2本柱+補助柱2本 ?)
(台診伏)

複式炉、埋設土器有
奥壁部に偏平な石
炉全長 22m

ｍ
％

２

Ｑ

I段階

「O」 字伏文

ワ住 ほぼ円形 無
3本柱十補助柱 3本
(三角形)

複式炉、理設土器無

炉金長 185m 籠醐

炉の北、長軸線上に焼土

炉の西、土坑 90× 65X
10。 不整方形で主柱と考
えられるPitに 切 られ

3住 楕円形 西壁側のみ残存
主柱 2本 +補助柱 6本
(五角形)

N-5七 E

複式炉、埋設上器有
奥壁及び底面に偏平な
石

炉全長 20m
(17%)

階

文

段

溝

Ｈ

波

4住
隅丸の方形

(に近い円形 )

西～北壁にかけて残

存

3本柱十補助柱 3本
(三角形)

N-38° ―E

複式炉、理設土器有
奥壁に偏平な石
掘り込み部のほうが石

組み部よりも底面が深
く壁に向って傾斜して
いる

炉全長 185m

猶
親

I段階
「 JJ字状文

5住
隅丸の方形

(に近い円形 )
132 東壁の

一部をのでき
ほぼめぐる

3本柱十補助柱 3本
二等辺三角形

N-13°―W 複式炉、埋設上器有
炉全長 20m (■ %)

I段階
「JJ字状文

床直上 に完形 に近 い上

器

埋層中にレンズ状 に多

量の上器片

6住 楕円形
炉、東壁の一部をの
ぞいてほぼめぐる

(新)4本柱 (長方形)
(2本柱十補助柱 2本 )
(古 )正三角形
3本位十補助柱 3本

新)
N2r―E
古)

複式炉、埋設土器有
埋設土器部を同一にし
て炉の改築あり炉全長

ｍ
％

歩

Ｑ

I段階
「 C」 字状文

炉埋設土器に接して、横
位の埋設土器あり

7住
隅丸の方形

(に近い円形 )

炉、北東部をのぞき
ほぼめぐる

4本柱 or 5本柱
補勁柱ワ～3本、長方形

N-60°―E 複式炉、埋設土器有
炉全長 27m (12%)

I段階

楕円文

8住 円形 173m2 東、西側の一部

(新 )

4本柱 ?十補助柱
長方形 ?

新)

古)
N14°―E

炉全長 (推 )

I段階
H段階
「∽J状文、渡
濤文



「炉」 撹乱をうけている8号住居跡を除き、いずれも土器埋設石囲部・敷石石組部・掘 り込

み部からなる複式炉である。炉の大きさは住居跡のほば半径に相当する長大なもので、炉の長

軸方向は、住居跡の長軸に直交する第 3・ 6号住居跡を除き住居跡の長軸と一致している。

上器埋設部は、炉の長軸線上に上器を正位の状態で据え、その周りを比較的小さな扁平な石

で一重あるいは二重に囲んでいる。

敷石石組部は、炉の長軸に直交する長軸をもつ長方形を呈し、断面の形状は逆台形状である。

敷石はほぼ同じ大きさの馬平なものを用いているが、奥壁部に比較的大きな石を据えたものも

ある。床面からの深さは20～30 cmである。

掘り込み部は、壁ぎわまで延びており、平面形は方形を呈している。床面からの深さは敷石

石組部よりも浅 くなっているが、第 4号住居跡では逆に10 cm程度深くなっている。

炉の全長は1.9～ 2.7m、 面積は1.4～ 2.4m2の範囲に収まる。炉の床面積に占める割合は約

10～20%である。

大木10式期の主柱 3本 と複式炉の構造をもつ住居跡の分布については、宮城県南部から福島

県中央部・山形県中央部以南が中心域と考えられている。また、時期的には大木10式期の前半

に集中して認められる傾向が指摘されており、本遺跡の住居跡についても、これまでの調査例

と共通する特徴がうかがわれる。

Ⅵ。調査のまとめ

1.沼遺跡は七北田川の形成した河岸段丘上に位置している。

2。 今回の調査では、縄文時代中期・古代 。中世 。近世の各時代の遺構・遺物が検出された。

3。 i.縄文時代の遺物としては、中期の上器 。石器が出土しており、特に竪穴住居跡からの

遺物は中期末葉大木10式期のものである。

�。縄文時代の遺構としては、竪穴住居跡・土坑 。遺物包含層がある。

�.竪穴住居跡は、中期末葉の大木10式期のものであり、複式炉をもっている。

�.土坑は、竪穴住居跡とほぼ同時期のものとおもわれる。

v。 遺物包含層は、中期前葉大木 7式期 。中期末葉大木10式期の遺物が出上している。

4.古代の遺構は検出されていないが、遺物としては土師器が出上している。

5.1.中 世以降では、道路跡・掘立柱建物跡が検出されている。

�.江戸時代の遺構としては、水田跡・土墳墓群が検出されている。

�.その他時期不明のものとして、土坑・濤跡・ピットが検出されている。
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Ⅶ 分 析

1.沼遺跡におけるプラント・オパール分析

古環境研究所

1.は じめに

この調査は、プラント・オパール分析を用いて、沼遺跡における稲作跡の探査を試みたもの

である。

2.試料

試料は、遺跡の調査担当者によって容量 50 ccの 採土管を用いて採取され、当研究所に送られ

てきたものである。図 1に、土層断面図と試料採取箇所を示す。試料数は計■点である。

3.分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原、1976)」 をも

とに、次の手順で行なった。

(1)試料上の絶乾 (105° C・ 24時間)、 仮上ヒ重測定

鬱)試料土約 lgを袢量、ガラスビーズ添加 (直径約 40μ m、 約 0.02g)

※電子分析天椰により1万分の lgの精度で秤量

●)電気炉灰化法による脱有機物処理

141 超音波による分散 (300W・ 42 KHz・ 10分間)

低)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去、乾燥

俗)封入剤 (オイキット)中に分散、プレパラー ト作成

9)検鏡・計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール (以下、プラント・オパールと略す)

をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行なった。計数は、ガラスビーズ個数が300以上に

なるまで行なった。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。試料 lgあ たりのガラス

ビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズ個数の

'ヒ

率をかけて、試料 lg中

のプラント・オパール個数を求めた。

また、この値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重、

単位 :10-5g)をかけて、単位面積で層厚 lcmあたりの植物体生産量を算出した。換算係数は、

イネは赤米、ヨシ属はヨシ、タケ亜科はゴキダケの値を用いた。その値は、それぞれ2.94(種

実重は1.o3)、 6。 31、 0.48である (杉山 。藤原、1987)。

4.分析結果

プラント・オパール分析の結果を表 1お よび図 1、 図 2に示す。なお、稲作跡の探査が主目



的であるため、同定および定量は、イネ、ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族 (ス スキやチガヤな

どが含まれる)、 キビ族 (ヒ エなどが含まれる)の主要な 5分類群に限定した。巻末に各分類群

の顕微鏡写真を示す。

5.考察

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント・オパールが試料 lgあた

りおよそ5,000個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可含留性が高い

と判断している。また、その層にプラント・オパール密度のピークが認められれば、上層から

後代のものが混入した危険性は考えにくくなり、その層で稲作が行われていた可能性はより確

実なものとなる。以上の判断基準にもとづいて、各地点ごとに稲作の可能性について検討を行

った。

AL―■地点では、2～ 5層について分析を行った。その結果、これらのすべてからイネのプ

ラント・オパールが検出された。このうち、2層では、密度が4,400個 /gと
'ヒ

較的高いことから、

稲作が行われていた可能性は高いと考えられる。3～ 5層では、密度が1,500～ 2,900個 /gと
'ヒ

較的低いことから、稲作の可能性はあるものの、上層や他所からの混入の可能性も考えられる。

AM-12地点では、 6層 について分析を行った。その結果、イネのプラント・オパールは検

出されたが、密度は800個 /gと 低い値である。したがって、同層で稲作が行われていた可能性は

あるものの、上層や他所からの混入の可能性も考えられる。

AR-24地点では、2～ 4層について分析を行った。その結果、これらのすべてからイネのプ

ラント・オパールが検出された。このうち、2層では、密度が4,700個/gと
'ヒ

較的高いことから、

稲作が行われいた可能性は高いと考えられる。3～ 4層では、密度が1,500～ 1,800個 /gと低い

ことから、稲作の可能性はあるものの、上層や他所からの混入の可能性も考えられる。

CB-0地点では、3～ 5層について分析を行った。その結果、3,4層からイネのプラント・

オパールが検出された。このうち、3層では密度が4,600個 /gと
'ヒ

較的高いことから、稲作が行

われていた可能性は高いと考えられる。4層では、密度が1.600個 /gと低いことから、稲作の可

台Z性はあるものの、上層や他所からの混入の可能性も考えられる。

以上のように、AL-11地点の 2層、AR-24地点の 2層、CB-0地点の 3層で、稲作の可能

性が高いと判断された。また、CB-0地点の 5層を除く各層でも稲作の可能性が認められた。
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AL-11地点
AR-24地点

AM-12地点 CB-0地 点

図 1 土層断面図と分析試料の採取箇所

表 1 プラント。オパール分析結果

℃F電『
雌  楢′ど qp増喀ピ Ⅵ 夕綱 ウシ縁 キピ族

4H/gAL-11地点
(西区水田)

AM-12地点
(西区水田)

AR-24地点
(東区水田)

CB-0地 点
(北区水田)

深さ 層厚  仮比重

勘随

楢/♂ q]増お桜 駆 夕綱 ウシ繊 講
38   12    0.95 0   29,300    1,600

タケ亜科  ウシクサ族
個/g   個/g勒脇醐匹

工
Ｔ
ｇ

イ
個

重比仮騨

ｍ

深

。

名爛

試料名  深さ 層厚  仮比重

21    7    1.07    4,700    3.61
23   17    1.27    1,800    3.85
45    9    1.13    1,500    1.48

26,000        0
34,700       0
24,800        0

イ ネ  (/1D総量 )
個/g  t/10a

Hシ属  タケ亜科  ウンクサ族
悟/g   個/E   個/g

キピ族
個/g

眸

1.21    4,600
1,07    1,600
1.07         0



AL-11   万 個 /g
0  1  2

AM-12   万個 /ど
0  1  2

AR-24   万 個 /g
0  1  2

cB― o   万個 /8
o  1  2

図 2 イネのプラント・オパールの検出状況
(注)<印は50clnの スケール、 ・印は分析試料の採取箇所

仙台市、沼  AL-11地 点
10     8      6     4      2

上 層
0   0

植物体生産量   (/10a・ Cm
4       6      8      10

ロ ヨン 図 タケ亜科 ロ イネ ■ イネモミ

仙台市、沼  AM-12地 点
10     8      6      4      2

土 層
0   0

植物体生産量   t/10a'm
2      4      6      8      10

ロ ョシ ロ  タケ亜科 ロ イネ ■ イネモミ

図 3 おもな植物の推定生産量と変遷
(注)<印は50cmの スケール



仙台市、渭  A R124m点
108642

J: 結 植物体上たよ    `/19a ocn
246310

ロ ヨン 剛 タケ輔 ロ イネ ■ イネぶ

仙台市、沼  CB-0地 点
10   B    6    4

植物体生鷹よ   t/10a・ cm
246810

ロ ヨン 1圏 タケ嘲 ロ イネ ■ ィネモミ

図4-おもな植物の推定生産量と変蓬
(注〉<r「は50cmの ネケール



2.沼遺跡の花粉分析

東北大学理学部生物学教室 守 田益宗

花粉分析を行なった試料は、表 1に示した位置および層序より採取した。これらの試料は、

腐植に富んでおり、腐植酸の除去にはKOH処理を数度繰返すことが必要であった。その後、

ZnC12~Acetolysis処 理を行なったが、磋酸分が多く花粉はほとんど抽出されなかった。そこで、

新たにKOH―HF―Acetolysis処理を実施した。花粉の同定は、顕微鏡の倍率を250～ 1250倍にし

て行なった。

花粉分析の結果は、表 1に示したとおりである。なお、検出された主なものについては顕微

鏡写真を付した(写真48)。 すべての試料で花粉含量が少なく、これをもとに過去の植生や遺跡

をとりまく環境の論議は不可能である。

堆積物中の花粉含量の少ない原因は、Faegri&Iversen(1975)に よれば、①花粉の供給量

に比べ堆積物の堆積速度が大であった。②何らかの原因によって堆積した花粉が分解した。③

もともと、付近の植生の花粉生産量が少なかった場合が考えられるという。今回の場合、遺跡

は段丘上に立地しており、堆積物中の腐植含量が多いこと、植物穫酸体 (plant opal)を多く含

むこと。花粉外膜が腐触していたり、破損している花粉が目立つことから、②の可能性が高い。

筆者のこれまでの経験では、黒ボク上や頻繁に適湿から乾燥状態に変化する地点の上壌では、

このような花粉分析結果になることが多いことを付記しておく。

文献

Faegri, K. dE Iversen, J.(1975)Textbook of Ponen Analysis(3rd ed。 ), Munksgaard,

Copenhagen
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表 1 沼遺跡花粉分析結果一覧表 (数字は個数を示す)

2層 3層
S15炉埋設土器 S16炉東埋設土器 S18床面

埋設土器輝■上半 埋上下半 埋土上半 埋土下半
pη盗 マツ属

C空

"力

″♂万α スギ属 1 1

R修℃磁ヮα サワグルミ属 ユ

デカg】ρ″S クルミ属

物 熔 プナ属 ユ

助 クd一乏修力ου, ニレ属―ケヤキ属 1 1

助 蕨 サナギ属 1

Granllneae イネ科 4 l 1

Cyperaceae カヤツリグサ科 1 l 1

WIoraceac クワ科 1

Chenopodiaceac
Arnaranthaceae アカザ科―ヒユ科 2 1

Urnbeniferae セリ科 1

駄 働 筋 ネナシカズラ属 1

4滋躍崩 , ヨモギ属 1 1 2

other Compositae 他のキク科 4 1 2

1-lete type FS 単条濤型シダ胞子 6 7 1 2

3-lete type FS 三条溝型シダ胞子 4

Trees 高木 5 6 1 1 l 2

Shrubs 低木 1

Herbs 草本 ユ 3 5 2

Fems シダ 6 ユ 2

Unknown 不明 6 5 2 2
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写真 1 沼遺跡航空写真 (1947年撮影 )



写真 3

西区水田跡検出状況

(西方より)

写真 4

東区水田跡検出状況

(南方より)



写真 5

墓墳群 (西区水田跡)

(西方より)

写真 6

道路跡・掘立柱建物跡

(南方より)

写真 7

切り通 し遺構

(北西より)
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写真 8

縄文包含層地区空撮

(南方より)

写真 9

竪穴住居跡完掘状況

(東方より)

写真10

1号住居跡完掘状況

(東方より)



写真11

2号住居跡完掘状況
(南方より)

写真12

3号住居跡完掘状況
(北方より)

写真13

4号住居跡完掘状況
(東方より)
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写真14

5号住居跡完掘状況
(南方より)

写真15

6号住居跡完掘状況

(東方より)

写真16

6号住居炉跡 (新 )

(南方より)
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写真17

6号住居炉跡 (古 )

(南方より)

写真18

7号住居跡完掘状況

(北東より)

写真19

8号住居跡完掘状況

(西方より)
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1.炉埋設土器

写真21 SI-2竪穴住居跡出土土器 (図 31)
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写真22 SI-3竪穴住居跡出土土器 (図 36)

写真23 Si-4竪穴住居跡出土土器 (図 40)



SI-5竪穴住居跡
炉埋設土器 (図 44)

写真25 SI-5竪穴住居跡
出土土器 (図 44)

写真26 SI-5竪穴住居跡
出土土器 (図 45)



写真27 SI-5竪穴住居跡出土土器 (図 44。 45,46)
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2.炉跡東側埋設土器
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写真28 SI-6竪穴住居跡出土土器 (図 52・ 53)
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写 SI-7竪穴住居跡出土土器 (図 58)

2

写真30 SI-8堅穴住居跡出土土器 (1)(図 64)



1.床函理設土器
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写真31 SI-8竪穴住居跡出土土器 (2)(図 64・ 65)
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影飴、
包含層出土土器 (1)89年 40ト レンチ (図 77)
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写真33

写真34 包含層出土土器 (2-1)89年 40ト レンチ (図 78)



尋け 畿

写真35 包含層出土土器 (2-2)89年 40ト レンチ (図 78)

∞ Ⅷ

包含層出土土器 (3)(

14

:ここlζ
患ヨ

g&2 ‖ 縛 鰯
3                  4

15       ⅢⅢ 16

写真37 包含層出土土器

議 0鞠
1

戦
(4)(図 80)
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ム阻工ｎ鳳４【一一一２０　　　　　　　２３
農
２２SI-1竪穴住居跡出土石器 (1～ 5-図 27・ 28) S

SI-2竪穴住居跡出土石器 (6～ 9-図32)   s
SI-3竪穴住居跡出土石器 (10・ 11-図 35)

写真38 竪穴住居跡出土石器

一一．，一い一一一一一一亨葛

I-4竪穴住居跡出土石器 (12～ 16-図 41)
I-5竪穴住居跡出土石器 (17～ 27-図 47)

(SI-1～ SI-5)
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SI-5竪穴住居跡出土石器 (1～ 8-図 47・ 48)
SI-6竪穴住居跡出土石器 (9～ 15-図 54・ 55)
SI-7竪穴住居Fl出土石器 (16～ 27-図 59)

写真39 堅穴住居跡出土石器 (SI-5～ SI-7)



SI-7竪穴住居跡出土石器
SI-8竪穴住居跡出土石器

写真40 竪穴住居跡出土石器

(1～ 5-図 59・ 60)

(6～ 12-図 66)

(SI-7。 SI-3)
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SI-1竪 穴住居跡出土 (1・ 2-図 28)
SI-2竪 穴住居跡出土 (3～ 7-F/133)
SI-4竪 穴住居TJ」出土 (8-図 41)
SI-5竪 穴住居跡出土 (9～ 13-図 49)

SI-6竪 穴住居跡出土 (14～ 16-図 55)
SI-7竪穴住居跡出土 (17-図 61)
SI-8竪穴住居跡出土 (18～ 22-図 67)

写真41 竪穴住居跡出土礫石器



1と

土坑出土石器 (1～ 10-図 73・ 74)

包含層出土石器 (11～ 14-図 81)

写真42 土坑・包含層出土石器 (図 73・ 74・ 81)
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写真43 包含層出土石器 (図81～84)



SI-7竪穴住居跡出土 (1-図 61)
土坑出土 (2～ 6-図 74,75)

包合層出土 (7～ 9-図 84)
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妃含層出土 (10～ 14-図 85)

包合層出土 (15～ 19-図 86)
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写真44 土坑・包含層出土礫石器
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写真45 水田跡出土石器 (図¬)
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水田跡出土這物 (1～ 5-図 10)

土残墓出土違物 (6～ 10-図 14)

写真46 水田跡・土境墓出土遺物 (図 10。 14)



No分 類 群 地  点 試料名

1 イネ
2 イネ
3 ウンクサ族
4 シバ属
5 タケ亜科
6 不明

AL―■
CB-0
AM-12
AR-24
AR-24
AL-11

Ⅱ

hl

Ⅵ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

００

００

００

００

００

００

写真47 プラント・オパールの顕微鏡写真 (スケール2/3)



喰
図 版 説 明

l   P,22s

2  CTヮ ρ ιο靱9T,α

3  Pι 9Tο cα ryα

4  Fα♂″s

5 Gramineae

6  卜loraceae

7 Chenopodiaceae― Amaranthaceae

8 ス″ιcttis,c
9  other Compositae

10 C2scτ ια

ll l lete type FS

12 Plant opal

2層

2層

5住炉埋設土器埋上下半

2層

3層

5住炉埋設土器埋上下半

2層

8住床面埋設土器埋土

2層

6住炉東側埋設土器埋土下半

3層

5住炉埋設土器埋上下半
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写真48 花粉の顕微鏡写真 。倍率1,000倍 (ス ケール2/3)
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